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抄 録一
結 核 專 門 雑 誌

BeitragezurKlinikderTuberculose87.Band・5eHeft・1936・

日光 「熱 及 ビ光 線)ノ 影 響 ニ ヨル 喀 疾 中結 核 菌 ノ生

存 日藪 二就 テ

A.Zink:UberdieLebensdauerdesTuberkelbacillus

intubercu16semSputumunterEinwirkungvonSon・

nenw5rmeundSonnenstrahlung.

結 核 菌 ノ乳 刺 叉 ・・結 核 菌 ヲ 含 有 セ ル喀 疾 ヲ 砂 上 二於

テ 日光 二 作 用 セ シム レバ2時 間 乃 至5時 間 後 ニハ結

核 菌 ノ繁 殖 不 能 トナ ル。日光 ノ殺 菌 作用 ハ紫 外線 ノ外

熱 ノ作用 モ 重 大 デ アル。コ ノ事 ノ・喀 疾 ヲ容 器 中 ノ砂 上

ニ オ キ、 同 一 條 件 デ熱 ノ ミ、 紫 外 線/ミ 、或 ハ雨 者 共

遮 噺 シタ實験 デ確 ヵメ タ 。 紫 外 線 ノ作 用 ノ・2440米 ノ

高 所 二於 ケル 實 験 及Hanau氏 水銀 石英 燈 ヲ低 温 二於

テ作 用 セ ジメ テ知 ツタ.波 長 ノ短 ヵ イ程 殺 菌 力 大 デ ア

ル 。叉 風 ノ有 無(温 度 ノ影響 ノ季 節 等 モ殺 菌 力 二關 係 ア

リ。(東 京 市 療 馬 場 抄)

肺 結 核 症 ノSolganal・Bismosa1van療 法 二 關 ス ル

最 近 ノ観 察 及 知 見

LadislausMandel:NeuereBeobachtungenund

GesichtspunktebeiderkombiniertenSolganal-Bis・

mosalvan・BehandlungderLungentuberculose.

重 症 肺 結 核 症 ヲ有 ス ル徽 毒 患者 ノ治 療 二 當 リNeosal-

valsan,Bismutノ 代 リニ金 製 剤 ト蒼 鉛 製剤 ヲ同時 二用

ヒ良 結 果 ヲ得 タ ノデ徽 毒 ヲ 有 セ ザ ル肺 結 核 症 ニ モ用

ヒタ。適 磨症 ノ・圭 二輕 症 叉 ノ・重 症 ノ片 側 性 病 攣 デ外 科

的療 法 ヲ同時 二行 ツ タ モ ノ及 ビ ソ ノ必 要 ナ キ モ ノ、雨

側 性 廣 汎 ナ病 攣 ダ ガ輕 度 デ外 科 的 療 法 ノ 必 要 ナ キ場

合 等 デ其 他 徽 毒 ヲ合 併 セ ル モ ノ、喉 頭 結 核 症 、 副 睾丸

結核 症 等 ニモ良 結 果 ヲ見 タ。禁 忌 ト シテ・・廣 汎 ナ 腎 臓

結 核症 及 急 性 腎炎 、腸 結 核 症 、悪 液 質 、「ア ミロ イ ドー

ジス 」、肝 臓 病 攣 、 特 異艦 質 等 デ アル。

使 用 法 、 金 製 齊qト シテSolgana1叉 ・・ソ ノ種 ノモ ノヲ

皮 下 叉 ・・静 脈 内 二用 ヒ、蒼 鉛 刺 トシテ ・・Bismosalvan

ヲ用 ヒタ。SolganalO.002-0.0059rヨ リ0.1迄 次 第

二増 量 シ全 量1gr二 至 ル 。0・1ヲ3、4回 行 ツ タ頃 ヨ

i,Biomosalvanノ 注 射 ヲ初 メ ル 。0.5cc;リ 初 メ2

cc宛 ヲ注 射 ジSolgana1ガ 全 量 二達 ス ル迄 二Bismo・

salvan2cc宛 ヲ10同 注 射 ス。 全 経 過3-4ケ 月 テ1ア

ノ1/o

数 果 、 饅 重増 加 、喀 疾 及 ピ其 ノ中 ノ結 核 菌 減 少叉 ノ・清

失 、 共 他 膣温 、赤 沈 、 理 學 的 所 見、 「レ/」線 像 等 著 明 二

良 好bナ ツタ.殊 二空 洞性 肺結 核 症184例 中38例 二

空 洞 清 失 シ60例 二 空洞 萎 縮 シタ。 全{彊200例 中80%

二治 療 敷 果 得 プ レ・タ。病 型 トノ關 係 ハ混 合 性 ノモ ノ最

モ治 療 シ易 ク次 二増 殖 性 、寝 出性 ノ順 デ アル。 文 獄 ヲ

参 照 シ金 製 刺 ノ ミ ノ場 合 ト 比 較 ス ル ニ 蒼 錯 剤 ヲ共 二

用 ヒタ場 合 ・・副 作用 モ 少 ナ ク数 果 モ大 デ ア ッタ 。金 療

法 ・・一 種 ノ刺 我療 法 デ 用 量 ノ 標 準 ノ・決 マ ツ テ ヰ ナ イ

が、著 者 ・・血液 像 ヨ リ解 決 サ レル デ ァ ラ ウ ト云 ツテ ヰ

ル 。(東 京 市 療 馬場 抄)

統 計 上 ヨ リ見 タル 癌 腫 及 結 核症 ノ合 併 例

L.Findeisen:DasgemeinsameVorkommenvonCa。

rcinomundTuberculoseinstatistischerBeleuchtung.

25年 間 二解 剖 シタ8296例 中腫 瘍 ・・1363例 二見 ラv

タ。腫 瘍 ト結 核 症 ト同 時 二來 ル 事 ・・サ シテ稀 デ ナ イが

同一 臓 器 二來 ル 事 ハ稀 デ アル。 ソ ノ中最 モ 多 イ/・ ・肺

デ次 ・・腸 デ ァル。 他 臓 器 ・・極 メ テ稀 デ ア ル。同 時 二來

ル場 合 男 女 ノ別 ヲ見 ル ニ 男 が 噺 然 多 イ。 叉 年 齢 ・・60

歳 代 デ アル 。 結 核 症 ハ古 イ 搬 痕 性 叉 ハ繊 維 性 ノモ ノ

デ、 急 性 浸 出性 ノモ ノハ 極 メ テ少 ナ ク 、結 核 症 ト腫 瘍

ノ同時 二來 ル場 合 ノ総 数 ノ0.5--1 .0%位 デ ア ツ タ。

(東 京 市療 馬 場 抄)

金 療 法 ヲ施 行 サ レタ 結 核 患 者 膿 内 二 於 ケ ル 金 ノ

分 布

WernerGerlach:VberdieGoldverteilungimK6rPer

goldbehandertermenschlicherTubercu16ser.

金療 法 ヲ施 行 セ ラ レタ2名 ノ結 核 患 者 ノ 禮 組 織 二於

亀
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ケ ル金 ノ分 布 状 態 ヲ検 査 シタ 。 槍 出法 ・・約1糎 干 方 、

1/2gr位 ノ組 織 片 ヲ作 リ 之 ヲ高 周 波 ノ火 花 デ焼 灼 シ ソ

ノ紫 外 線 分 光 像 ヲ見 ル ノデ アル。

之 ニ ヨル ト肝 臓 二最 モ 多 ク 次 デ脾 、腎 等 デ ア ツ タ。 結

核 肺 ニノ・極 少 量 デ ア ッタ。而 シテ結 核性 病 墾 部 ト健 康

部 トノ差 異 ハ ナ カ ツ タ。 叉 撮 取 サ レタ全 量 ノ1114叉 ノ・

1/1(・ノ・長 期 間 髄 内 二蓄 積 サ レタ
。(東 京 市療 馬 場 抄)

人 工 氣 胸 腔 内 ノ遊 離 「フィブ リン」膣 二 就 テ

LFunstein:UberfreieFibrink6rperinderPneu-

mothoraxh6hle.

人 工 氣 胸 ノ経 過 中 二起 ツ タ 移 動 可 能 ナ 「フィブ リソ」盤

ヲ2例 ノ患 者 二就 テ示 ス。 大 サ ・・李 大 及 ビ 鶏 卵 大 デ

各 く袋 ヲー ッ宛 持 ッテ ヰ ル 。「レ」線 上 盤 位 ヲ攣 ヘ テ見

ル トヨ ク分 ル 。共 二少 量 ノ浸 出液 ノ後 二起 ツ テ ヰル ガ

ー 例 デ ノ・氣 胸 施 行 時 ノ 出血 ト關 係 ヅ ケ ン トシテ ヰル 。

(東 京 市 療 馬 場 抄)

打 診 ニ ヨル肺 疾 患 ノ診 断 法

AlfonsWinkler:WasvermagdiePercussioninder

ErkenmngentztindlicherunddestruktiverErkran・

kungender]Lungenzuleisten?

打 診 法 ノ・今 日絵 リ重 要 覗 サ レテ ヰ ナ イが輕 度 ノ浸 潤 、

空 洞 ノ診 噺 等 二於 テ 「レ」線 診 噺 法 二劣 ラナ イ。

健 康 者 二於 テ片 側 ノ 肩 脾 骨 ヲ上 ゲ 他 側 ノ ソ レ ヲ下 ゲ

テ雨 肺 尖 部 ヲ打 診 ス レ・バ、下 ゲ タ方 ノ側 ・・肺 ガ全 髄 ト

シ テ萎 縮 シ短 音 トナル 。輕 度 ノ浸 潤 ガ ア レバ肩 ヲ上 グ

テ モ短 音 ノ儘 デ ァル 。片 側 二 空洞 ガ ァ レバ空 洞 側 ノ肺

尖 部 及 前 胸 部(第 三 肋 骨 以 上 、 胸 骨 縁 、 及 ビ乳 線 叉 ノ・

前 腋 窩 線 二取 園 マ レタ部 分)ノ ・輕 打 診 デ低 調 、 健 側 ハ

高 調 デ アル ガ、強 打 診 デ ・・逆 デ アル 。 叉 前 述 ノ前 胸 部

ト胸 骨 部 ト ノ比 較 デ ノ・健 康 デ ノ・輕 打 診 、強 打 診 共 二胸

骨 部 が高 調 デ アル ガ、片側 二 空洞 が ア レ・バ輕 打 診 デ ハ

空 洞 側 ノ前胸 部 ノ・高 調 、強 打 診 デ ハ低 調 デ アル 。 叉 雨

側 性 空 洞 ノ場 合 ・・打 診 音 ノSeitenwechselガ 起 ル 。郎

極 輕 打診 デ ー 方 ガ他 側 二比 シ 低 調 ノ場 合 ヤ ・強 イ 打

診 デ ノ・高 調 トナ リ、 更 二強 イ打 診 デ ノ・叉 低 調 、最 モ強

イ打 診 デ ノ・高 調 トナ ル 。胸 骨 部 トノ比 較 デ ハ前 胸 部 ハ

輕 打 診 デ ・・左 右共 低 調 、 強 打 診 デ ・・左 右 共 高 調 デ ア

ル 。上 述 ノ方 法 ニ ヨ リ輕 度 ノ浸 潤 ノ ミナ ラ ズ空洞 ノ存

在 モ 非 常 ニ ヨク診 噺 ス ル 事 ガ 出來 ル 。但 シ打診 ノ強 弱

ノ程 度 ・・各人 ノ練 習 ヲ要 ス 。(東 京 市 療 馬 揚 抄)

人 工 氣 胸 中 ノ「フ ィブ リ ン」睡 及 ビ其 ノ 試 験 管 内製

法

録 【第15巻

LudwigVajda:BlutfibrinkugelbeiPneumothorax

undderVersuchihrerinvitroErzeugung.

人 工 氣 胸 ノ経 過 中 二起 ツタ 灘 性 肋 膜 炎 ノ 穿 刺 後 二見

ラ レタ 「フィブ リソ」禮 ノ1例 二就 テ述 ベ テ ヰ ル 。 次 デ

其 ノ登 生 論 二言 及 シ、今 日迄 繊 維 素 ノ ミヨ リ生 ズ ル ト

云 フ読 ト、豫 メ肋 膜 腔 内 出血 が必 要 デ アル ト云 フ説 ト

相 封 立 シテ ヰル ガ、著 者 ノ考 ヘ ノ・後 者 二 團 シテ ヰル 。

共 ノ謹 明bシ テ2名 ノ 特 登 生氣 胸 患 者 ヨ リ 浸 出液 ヲ

各 く試験 管 二取 リ 當 該 患 者 ノ 静 脈 血 ヲ之 二混 和 シタ

ル ニ、 直 チ ニ 「フィプ リ ソ」髄 様 ノモ ノ ガ生 ジタ.コ ノ

モ ノノ、盤 酸 「ペ プ シ ソ」デ溶 解 サ レタ が 振 盟 ニ ヨツ テ

ノ・容 易 二破 壊 サ レナ カツ タ。

叉 「フィブ リ ソ」燈 バ ー般 二 無 害 ト考 ヘ ラ レテ ヰ ル ガ、

コ ノモ ノが基 トナ ッ テ癒 著 ヲ起 ス事 ガ アル カラ、注 意

ヲ要 ス ト云 ツテ ヰ ル 。(東 京 市 療 馬 場 抄)

膣 質 研 究 、 第 一 報 、結 核 見 童 呂 於 ケ ル 胸 園 、 身 長

等 ノ稜 育 速 度 ノ差 異

WalterBrandt:Konstitutionsstudien.1.Mitteilung.

UnterschiedlicheEntwicklungsgeschwindigkeiten

mehrereranthropologischerMerkmalebeimtuber-

culδsenKind.

結 核 症 ト骸 型 トノ關 係 二就 テ諸 家 ノ 意 見 ヲ綜 合 ス ノレ

ニ大 骸3種 二分 タ レル 。即(1)細 均型 ナ キモ ノニ結 核

症 が多 イ(大 人 二就 テ)。(2)膣 型 ト結 核 症 ハ 無 關 係 デ

アル 。(3)寧 口筋 肉型 、 肥 満 型 ノモ ノニ 結 核 症 が多

イ(小 見 二 就 テ)デ アル ガ カ ・ル 髄 型 ハ(1)形 態 形 成 、

(Anlage)、(2)成 長(Wachstum)、(3)分 化(Differ・

enzierung)ノ3ツ ガ種 々組 合 サ1/テ 生 ジ タ モ ノデ ア7v

時 間 的 二 ・・胎 生 期 ノ最 モ 初 メ ニAnlageガ 出來 次 デ

成 長 、 分 化 ノ順 デ アル。成 長 ハ大 サ並 ビ ニ形 ノ攣 化 デ

ア リ分 化 ・・臓 器 内部 構 造 ノ分 化 デ アル。小 見 デ ハ共 ノ

年 齢 相 當 ノ成 長 、 分 化 が アル ノデ アル が、之 ガ必 ズ シ

モ 亭 行 スル モ ノデ ナ ク、 速 度 如 何 ニ ヨ リ早 熟 、登 育

不 全 、共 他 種 々 ノ盤 型 が生 ズル ノデ アル 。 著 者 ハ305

例 ノ結 核 見 童 二就 キ肩 幅 、 病 長 、 禮 重 、 胸 園 ヲ男 子

別 、 年 齢 別(3歳 ヨ リ15歳 迄)二 測 定 ・y之ヲ健 康 見 童

ト比 較 シタ。 列 定 二當 ツ テ均 長 、髄 重 ガ正 常 力否 カハ

Adamノ 示 シタ 次 ノ4項 ヲ基 礎 トシタ。即 正 常 ト シテ

(1)均 長 ガ同 年 齢 者 ノZF均 以 下 ノ場 合 、髄 重 ノ・少 ク ト

モ 其 ノ小 見 ノ實 際 ノ均長 二相 當 ス。(2)勇 長 がZF均 ヨ

リ大 ナ ル場 合 ノ・膣 重 ノ・ソ ノ均 長 二 相 當 ス ル 饅 重 トソ

ノ年 齢 二相 當 ス ル燈 重 ノ中間値 デ ア ル。(3)髄 重)・ZF



第6號 】 抄 録 783

均 以 下叉 ノ・以 上 デ、 身長 ガ年 齢 二相 當 シテ ヰ レバ 、ソ

ノ年 齢 二相 當 ス ル盟 重 が正 常 デ アル。(4)燈 重 モ均 長

モ ソ ノ年 齢 二 相 當 ス ル ヨ リ 大 ナ ル 場 合 ソ ノ身 長 二相

當 ス ル饅 重 ガ正 常 デ アル。コ ノ法則 ヲ基 ト シテ見 テ行

ク ニ健 康 者 デ ハ年 齢 ノ塘 加 ト共 二登 育 モ 順 次 的 二墳

加 シテ ヰ ル が 結 核 見 童 デ ノ・コ ノ調 和 が 破 壌 サ レテヰ

ル 。9P男 見 二就 テ 見 ル ニ、6歳 ノ結 核 見童 ・・膣 重 ノ培

加 が オ ク レ・テ ヰ ル が、9歳 ノモ ノハ早 ス ギル 、10歳

ノ モ ノ・・超 重 均長 共 二遅 レ、13歳 ノモ ノノ・膣 重 ノ・遅

レ テヰ ル が勇長 ハ早 過 ギル 等 デ ア ツ タ。結 核 症 ト胸 園

ノ狭 イ事 トノ・Kleinschmidt,Dudden等 ノ意 見 ト同標

關 係 が見 ラ レナ イ。(東 京 市 療 馬 場 抄)

初 期 或 ハ治 癒 期 ノ 極 メテ 輕 症 肺 結 核 症 二 於 ケ ル

結 核 菌 ノ排 出 二就 テ

KarlMenzel:DieAusscheidungvonTnberkelbacillen

beibeginnenden,wenigausgebreitetenundheilenden

Lungentuberculosen.

文 獄 ニ ハ肺 二 理 學 的 並 ビ ニ 「レ!」線 上 全 ク 攣 化 ノナ イ

場 合 ニ モ喀 疾 中 二結 核 菌 ノ 見 出 サ レタ場 合 が報告 サ

レテ ヰ ル ガ 之 ノ・多 ク ノ場 合 心 臓 ノ 後 ロ叉 ノ・横 隔 膜 蜜

中 二隠 サ レタ病 竈 ガ 見落 サ レタ事 ニ ヨル。i著者 ハ肺/

攣 化 が全 ク 無 イ場合 ニ ハ1例 モ 結 核 菌 ヲ見 出 サ ナ カ

ツ タ が非 常 二輕 度 ナ 初 期 叉 ・・治 癒 期 ノ 陰 影 ノア ツ タ

3例 デ結 核 菌 ヲ見 出 シ、共 ノ病歴 及 「レ!」線 寓 眞 ヲ示 シ

テ ヰ ル。喀 疾 楡 査 方 法 ・・喉 頭 粘膜 附 著物(《ehlkopfab・

strich)ヲ 培 養 ス ル場 合 ト、胃叉 ・・十 二指 腸 内 容物 ノ培

養 デ アル 。

此 ノ方 法 ヲ用 フル 時 ハ 今 迄 閉鎮 性 ト 思 ハ レタ モ ノモ

開放 性 ノ場 合 が屡 く見 プ レ、殊 二 初 期結 核 症 デ ノ・極 メ

テ 早期 二 菌 陽性 ノ場 合 アル 事 が知 ラ レタ。コ ノ事 ハ診

断 、 類 症 鑑 別、 治 療 方針 、豫 後 剣 定 ヲナ ス上 二重 大 デ

アル。Kehlkopfabstrichノ ・操 作 簡 軍 デ外 來 デ モ行 ノ・v

得 。 方 法 ハ厚 サ1mm、 長 サ20cmノ 眞躊 針 金 ノ尖 二

温 ンタ綿 ヲ巻 キ ソ ケ喉 頭 ノ粘 膜 ヲ輕 ク擦 過 シ、10%ノ

硫 酸 ヲ5分 間 作 用 セ シ メ次 デN110苛 性 曹 達 デ之 ヲ中

・和 シ培 養 スル ノデ アル
。(東 京 市 療 馬 場 抄)

片 側 氣胸 時 ノ胸 廓 ノ蓮 動 二就 テ

AnitaBock:DieThoraxbewegungenbeieinseitigem

Pneumothorax.

人 工 氣胸 二際 シ肺 ノ 安 静 ト虚 脱 ハ 屡 く混 同 サ レテ ヰ

ル ガ之 ノ・自 ラ異 ナ ッ テ ヰ ル。氣 胸 肺 ガ安 静 シテ ヰル カ

ドウ カ ヲ見 ル ニ ハ 胸 廓 ノ 運 動 及 縦 隔 賓 ノ移 動 ヲ槍 査

ス レバ ヨ イ。 著 者 ノ・20名 ノ片 側 氣 胸 患 者 二就 テ 、氣

胸 前 後 ノ胸 廓 ノ運 動 ノ攣i化 ヲAnthony・Hansen氏 ノ

Thorakographヲ 用 ヒ左 右 同 時 二描 爲 セ シメ タ 。 氣 胸

後 ノ攣i化 ・・氣 胸 施行 後 少 ク トモ3週 間 ・yテカ ラ見 テ

ヰ ル。 肺 活 量 モ 同時 二測 定 シ雨 者 ノ値 ヨ リ 次 ノ結 果

ヲ得 タ。8名 二於 テ・・呼 吸 阜 ノ攣 化 ナ ク、9名 二於 テ

ノ・極 僅 カ ノ増減 ア リ。唯 僅 カニ3例 二 於 テ ・・稽 く著 明

ナ 呼 吸 量 ノ減 少 が見 ラ レタ 。Reserveluft,Komplem・

entarluftモ 同時 二減 少 シタ.

帥胸 廓 ノ蓮 動 ハ氣 胸 前 後 二 於 テ殆 ソ ド攣 化 ナ ク、從 ツ

テ虚 脱 肺 全 髄 ト シテ ノ・静 止 シテ ヰ ナ イ。然 シー 部 分 ノ

ミガ静 止 シテ キル 事 ・・可 能 デ ア リ之 ノ・Thorakograph

デ ハ分 ラ ナ イρ(東 京 市療 馬 場 抄)

ZeitschriftfUrTuberkuloseBd.76 .H.4,1936.

結 核 病 経 過 二 於 ケ ル 圓 形 病 竈 ノ態 度

0.Koch:VberdieStellungder,,Rundherde``im

KrankheitsverlaufderTuberkulose.

所 謂 圓形 病 竈 ハ 「レ ン トゲ ン」技 術 ノ 進 歩 ニ ヨ リ注 目

セ ラル ・所 トナ リ シ が 或 ヒノ・早 期 浸 潤 ト關 係 ア リ ト

シ ソ ノ晩 期 ノモ ノナ リ トスル モ ノ ァ リ、或 ハ前 期 ナ ル

事 ア リ トス ル 學 者 ア リ。其 獲 生 経 路 二 關 シテ モ血 行 性

ナ リ トス ル ラ ノァ リ、氣 管 性 ナ リ トス ル學 者 ア リ、 亦

特 殊 ノ「ア レ・ル ギー」位 ノ上 二 登 生 ス ト 樗 ス ル モ ノ ア

リ。著 者 ハ該病 竈 ヲ有 ス ル9例 ノ剖 槍 例 ヲ得 タ ル ヲ以

テ圓 形 竈 外 ノ 結 核 蔓 延 状 態 ヲ 精 査 シテ圓 形 竈 ナル 特

異型 ノ條件 ヲ説 明セ ソ トス。

圓形竈 ノ組織學的所見 ヲ観察 スル ニ、何 レモ廣大 ナ乾

酪化 ト結締織 ヨ リナル境界 ノケ撚 タノレ被 膜 ヲ有 シ、コ

ノ部 ヨリ内部二向 テ組織 化 ガ行 ・・レツ ・ア リ
。如斯 キ

組織 ノ破壊 トソノ境界 獲生 トハ 強 烈ナル反磨 二基 因

スル モノナル印象 ヲ與 フ。斯 ノ如 キハ血 行性結核 ノ反

慮性 ノ表現ナ リ。

次 二考慮 スベキハ例 ノ 大部分 ノ・大 循環 系 二結 核 ヲ併

登 セノ疇 ナ リ、腎臓 副腎、副睾丸 脊樵 關節、贋

等 二之 ヲ見ル、帥 チ圓形竈 ハ血行性蔓延 ノ傾 向 ヲ有ス

ル ヲ示ス。換言 ス レバ慢 性汎獲性結核 ヲ有 ス
。慢 性汎
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蛮 性 結 核 二於 テ ・・病 原 因 ・・盟 液 ト持 績 的 二接 燭 ス ル

ト考 ヘ ラル 。ソ ノ結 果 ・・高 度 ノTuberkulinisierung登

生 ス。 個 燈 ノ・コ レ ニ ヨ リ特 殊 ノ反磨 位 ヲ呈 ス 。自剛市組

織 ノ抵 抗 力 増 強 ス。然 ル ニ他 方 過 敏 状 態 モ充 進 シア ル

ヲ以 テ何 等 カ ノ原 因 ア ラバ 抵 抗 ・・急 墜 シテ急 性 ノ培

悪 ヲ惹 起 シ得 、「ア レル ギ ー」状 態 ノ如 斯 攣 化 ノ・實 二慢

性 汎 獲 性 結 核 二特有 ナ リ。 即 チ不 安 定 獣 態 二存 ス 。

圓 形 竈 ノ 登 生 機 輻 ノ・多 〃 ・・血 行 性 ナ ル モ勿 論 氣 管 枝 『

性 ニ モ獲 生 シ得 ル ・・否 定 シ能 ・・ズ。唯 個 燈 ノ免 疫 生 物

學 的総 饅 ノ如何 二依 リテ號 生 ス ル ・・確 實 ナ リ。

(刀 根 山 松 村 抄)

血 出 後 肺 虚 脱 ヲ起 セ ル ー 患 者 ノ肋 骨 崎 型

HaraldHarpth:RippenanomaliebeieinemPatienten

mitLungenkollapsnachBlutung.

大 喀 血 後 左 肺 ノ完 全 虚 脆 ヲ來 シ 縦 隔 賓 器 管 ・・著 明 二

左 側 二牽 引 サvタ ル タ メ8、9肋 骨 間 二脊 椎 ノ右 側2

cmノ 部 二於 テ骨 性 ノ留 金状 橋 形 成 ヲ見 出 セ リ、10日

後 再 ビ肺 ノ膨 脹 ス ル ニ從 ヒ 該 陰 騎 ハ 非 特 異 性 肺 門 陰

窮 ノ形 トナ リ、認 メ得 ザル ニ至 レ リ。 如 斯 崎 型 ノ・稀 有

ノ例 ナ リ。(刀 根 山 松 村 抄)

Meinicke結 核 測 礒(KupPenreaktion)、 血 液 像 及

赤 沈 速 度 ノ比較 研 究

LHardt:VergleichendeUntersuchungenUberdie

Tuberkulosereaktion(KupPenreaktion)nachMeinicke・

BlutbildundBlutk6rperchensenkungsgeschwindig-

keit.

結 核 患 者87二 就 キMeinicke結 核 反 磨 、 血 液 像 、 赤

沈 反 磨 ヲ測 定 比 較 セ リ。Meinicke反 慮 陽性 者 ノ・87中

84ニ シテ 陰性3・ ・(1)非 活 動 性 結 核 、(2)疑 似 結 核 、

(3)中 毒 症 状 甚 ダ シ キ肺 結 核 ニ ジテ、(3)ノ ・抗 盤 ノ不

足 ニ ヨル ト解 ス ベ シ。血 液像 蛇 二赤 沈 反 慮 ノ・毎3週 測

定 セル ニ血 液 像 トM.Rト ノ問 二 ・・一 定 ノ4P行 關 係 ア

リ。 赤 沈 速 度 ・・前 者共 二亭 行 ナ ラ ズ。

上 記三 反 脛i・・活 動 性 結 核 ノ豫 後 列 定 二役 立 ツ モ、ソ ノ

中赤 沈 速 度 ノ・動 揺 甚 ダ シク 、ソ ノ意 義 ハ除 リニ期 待 シ

過 グ ベ カ ラ ズ。M.Rノ 強 陽 性 蛇 二淋 巴球 高 度 増 加 ・・

豫 後 良 好 ノ徴 ナ リ。(刀 根 山 嶺 尾 抄)

人 工 氣 胸 術 ニ ヨ ル 出血 性 肋 膜 浸 出 液

B.Papanikolan:DiehtimorrhagischenPleuraergUsse

deskttnstlichenPneumothorax.

人 工 氣 胸 二最 モ屡 く見 ル 合 併 症 ・・肋 膜 浸 出液 ノ出 現

ナル モ 出血 性浸 出液 ノ例 ノ・僅 少 ニ シ テ10例 ノ記 載 ヲ

録 【第15巻

見 ル ノ ミナ リ。 著 者 ・・12年 間 ノ臨 林 観 察 ニ ヨ リ得 タ

ル 該 例3ヲ 報 告 ン、叉 他 ノ報 告b比 較 セル 等 次 ノ如 キ

興 味 ア ル結 論 ヲ得 タ リ。浸 出液 ノ出血 性 ナ ル事 實 ・・試

験 穿 刺 ニ ヨ リテ 始 メ テ 確 定 シ得 ル モ 臨 抹 症 状 ト シテ

ハ呼 吸 困難 及 罹 患 側 ノ疾 痛 ニ シテ時 二登 作 状 ナル 事

ア リ。是 等 症 状 ノ・機 械 的 二惹 起 サル ・モ ノ ニ シテ穿 刺

ニ ヨ リ緩 解 ス 。人 工 氣 胸 ニ ヨル 出血 性 浸 出 ノ病 因 ノ・伺

不 明 ナ ル モ 多 ク ノ・普 蓮 ノ 肋 膜 浸 出液/先 行 ス ル ヲ以

テ見 レバ肋 膜 ノ 結 核 性 障 碍 二 依 ル ト考 ヘ ザル ベ カ ラ

ズ。該 病 攣 ノ・轄 飾 良好 ナル ヲ以 テ解 剖 例 ナ シ。 病 因 ヲ

明 カニ ス ル 唯 一 ノ方 法 ・・Thorakoskopieナ ル モ 從 來

ノ報 告 二施 行 セ ラ レタ ル モ ノナ シ。著 者 モ 目的 ヲ達 セ

ザ リキ。

登 生 原 因 トシ テ結 核 性 出血 性 肋 膜 炎 、或 ノ・肋 膜腔 内血

管 破 裂 ヲ考 へ 得 。著 者 ノ例 ノ示 ス 如 ク雨 説 共 二 可 能 ナ

リ。轄 蹄 ・・大 多 数 ・・良好 ナ ル モ浸 出 ノ持 績 傾 向 アル モ

ノニ ア リテ ノ・二 次 的 感 染 ニ ヨ リ 生 命 二危 瞼 ヲ來 ス 場

合 ア リ。

治 療 ・・絶封 安 静 ヲ 命 ジ 呼 吸 困 難 及 疾 痛 甚 ダ ジキ際 ノ・

穿 刺 ス ベ シ。浸 出液 登 生持 績 スル モ ノニ ア リテ ノ・肋 膜

外 胸 廓 成 形 術 ヲ施 行 ス ベ シ。(刀 根 山 嶺 尾 抄)

Jena竪 科 大 學 外 來 ノ結 核 相 談 所 年 報

J.E.Kayser.Petersen:JahresberichtderTuberku・

lose・FtirsorgestelleanderMedizinischenUniv.・Poli-

klinikJena.

Jena市 部 及 郡 部 ノ結 核 相 談 状 況 ヲ比 較 シ夫 婦 結 核 、

女 性 性 的 成 熟 ノ開 始 及 閉止 ノ結 核病 攣 二及 ボ ス影 響 、

Jena二 於 ク ル1930-1934ノ 肺 結 核 ノ 動 勢 等 二注 目

ジ統 計 的 観 察 ヲ述 べ 結 核豫 防 將 來 ノ 問 題 トシテ療 養

所^ノ 隔 離 ト結 核 環 境 ニ アル 國民 ノ 監 覗 二就 テ設 述

ジテ オル 。個 人 ノ犠 牲 ヲ最 モ輕減 ンテ而 モ 出來 ル 丈 大

ナ ル数 果 ヲ墾 ゲ ル ニ ノ・T6nshe/Nachfifrsorgeheim

ノ如 キ モ ノ ヲ増 設 ス ル 事 以 外 ニ ノ・ナ イ ト 確 信 シ テ オ

ル 。亦 環 境 監 覗 ノ、結 核 ヲ早 期 二登 見 ス ル最 モ重 要 ナ方

法 デ ア ツ テ 「X」篇 眞 ヲ 含 メ テ サ ヘ モ 極 メ テ 倹 約 的 デ

アルbジ テ、共 費用 ヲ暴 ゲ テ オ ル。 例 ヘ バ 要 監 覗1人

二付 キ都 會 ニ テ ノ・1年6RM、 地 方 ニ テノ・6RMデ ア

.ツテ療 養 所 治 療1人4ケ 月 ノ費 用 デ都 會 地 ノ監覗200

人 分 地 方100人 分 二相 當 ス ル。 而 カモLinノ 述 ベ ル

が如 ク適 當 ノ時 期 二 検 査 ス レバ 時 ヲ失 ツテ検 査 シタ

場 合 二比 シ傳 染 可 能 ノ結 核 ノ登 見 傘 ノ・18.68%(0.72-

19.4%)、 僅 少 ナ リ トスvバ100人 ノ環 境 観 察 ヲナ ス
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トシテ 療 養所治療費約8000RMノ 倹約bナ ル ト稻

スo

Ftirsorge及Vorsorge(K6tschau)ノ 問 題i就 テ ・・留

師 ノ第 一義 的 問題 ハ 砒 會 署 學 的 豫 防 的 二 全 國民 二働

キ カケ ル所 ノVorsorge(著 者 ・・之 ヲ肚 會 讐 學 的 結 核

相 談 ト構 スル)デ ア ラ ネ バ ナ ラ ヌ ト信 ズル ト述 ベ テ オ

ル 。(刀 根 山 嶺 尾 抄)

ZeitSchriftf並rTuberkuloseBd.76.H.6,1936.

夫婦結核 問題補遺

J.W.Sopp:EinBeitragzurFragederEhegatten-

tuberkulose.

結核 ノ種 々ナル傳染 方法及 ビ傳染源 ノ 危瞼性 ヲ認識

スル コ トノ・スベテ ノ結 核i封策 中ニテ 最 モ重大 ナル意

義 ガアル。飛沫傳染 ガ感染 ノ圭 要ナル根源 デアル コ ト

ガ知 ラ レテ以來實験的 二、或 ハ自然關係 ノ調査 ニヨツ

テ ソノ危瞼 ノ程度 及 ビ ソノ感染 豫防/可 能性 が知 ラ

し1テヰル。

遺傳的 因子 ヲ除外 シ 得ル爲 二多 ク ノ人 ニヨツ テ開放

性夫婦結核 ノ感染 ニツ イテ研究 サvテ ヰル。Kayser-

Petersenノ ・1935年 ノKreuznachノ 結核集談會 二於

テ此 ノ方面 ノ仕事 ニツ イテ 立派 ナ概要 ヲ述 ベテヰル。

ソvニ モ拘 ラズ 著者 ガBonnノ 療養所 カラノ少薮 ノ

材料 ニツイテ 本 問題 二關 シ 登表 シヨウ トスル所以 ノ・

夫婦 ノ結核感染及 ビ登病 ノ頻 度並 ビニ重サ ニツ イテ

ハ未 ダー貫 シタ意 見ガナク、叉結核 二於ケルス ベテ ノ

理境 的要素 ノ意義 ヲ 批剣 シ得 ル1爲ニハ他 方叉地方的

差異 ヲモ知 ラナケ レ・バナ ラナ イ.カラデ アル。ソノ上荷

今 日迄 登表 サ レ・タ 仕事 ノ・開放性結核 患者 ノ数値 以外

ニハ何 ラ感 染及 ビ 登病 ノ 徴候 二關 シ確實 ナ叙述 ガナ

〃、從 ツテ何 ラ比較 スベ キ材料 ガ存在 シナ イ。結核感

染 ハ毎 日行 ハ レテヰル が 幸 ニモ 登 病 ノ・ソレ程度 々デ

ハナ イカラ此 ノ場合結核 二 於 ケルス ベテ ノ感 染結果

ノ精確 ナ記述 ノ・非常 二 大切 デ アル。 著者 ・・Kayser・

Petersenノ 業績 二三旦加スル モ ノデ、140例 ノ夫婦結

核 患者 ノ結 婚 ニヨル結核感 染 ノ問題 ヲ追究 シタ。即 チ

家族及 ビ個人 ノ精確 ナル豫 診 ヲ トリ、臨抹検査 ト共 二

赤血球沈降速 度 ヲ調 べ、感染及 ビ蛮病 ノ徴候 ニツ イテ

ノ・X線 像 ノ見地 二從 ツテ次 ノ如 ク

第 一群、何等病 的墾化 ナキモ ノ

第二群、肺門 二於 ケル石灰化病竈

第三群、肺野 二於 ケル掲 立石灰 化病 竈

第四群、肺野 二於 ケル播種性撒布病 竈

第五 群、肋膜炎性病攣

第 六群 、非 活 動 性 第 三 期肺 結 核

第 七群 、 活 動 性 閉 鎖 性 肺 結 核

第 入群 、活 動 性 開 放 性 肺 結 核

二分 類 ジ、 殊 二次 ノ事 柄 、即 チ逡 傳 的 關 係 、 性 別 ニ ヨ

ル感 染 結 果 ノ分 類 、 病 氣 ノ登 現 シ始 メ タ 年 齢 、危 瞼 二

曝 サ レタ期 間 及 ビ ソ ノ強 度 、 環 境 的 要 素(牧 入 。 住 居

關係)等 二就 テ注 意 シタ。 ソ ノ結 果 女 性 二於 テ、 叉 若

年 ナ ル程 、危 瞼 二曝 サ レ・ル 期 間 が長 ク 績 キ、 ソ ノ強 度

ノ大 ナ ル程 、更 二非 衛 生 的 ナル モ ノ程 危 瞼 性 ・・大 デ ア

ツ タ。 著 者 ノ調査 ニ ヨル ト遙 傳 關 係 、牧 入 及 ビ住 居 關

係 ノ・比 較 的 重 要 デ ノ・ナ4。 此 ノ事 實 ノ・ThUringen二

於 クノヒ如 キ結核 豫 防 ノ 新 法律 ヲ制 定 ス ル 場 合 ニ ハ特

別 ノ重 要 サ ヲ有 ス ル モ ノ ト考 ヘ ル。

(刀 根 山 青 野 義 圓抄)

療 養 所 讐 ノ立 場 カ ラ 見 タ 胸 廓 成 形 術 問 題

H.G6dde:FragenzurThorakoplastikvonStandpunkt

desHeilsttittenarztes.

適 磨 症 ノ撰 ビ方 、手術 ノ方 法 及 ビ後 庫 置 ヲ詳 ジク説 明

シ最 後 二本 手術 ハ 療 養 所 ノ讐 者 が 自 ラ行 ノ・ナ ケ レノバ

ナ ラ ナ イ課 ノモ ノデ ハ ナ イ、何 トナ レバ適 磨 症 ノ・澤 山

アル モ ノデ ハ ナ イ カ ラ、外 科 署 ガ巌 密 二適 磨 症 ヲ定 メ

ル ヤ ウ ニモ ナ レナ イ シ、又 内 科 馨 ノ・自 ラ手 術 が 出來 ル

ヤ ウ ニ常 二訓 練 が デ キ ナ イ、故 二内 科 醤 ト外 科 署 ガ連

絡 ン テ問題 二當 ル ノガ理 想 デ アル ト云 フ。

(刀 根 山 農 野 抄)

學 齢 見 童 ノ結核 性 浸 潤 ハ 感 染 ノ危 瞼 ア リヤ

FranzKlein:Sinddietuberkul6senInfiltrierungen

imSchulalteransteckungsf乞hig?

Tuberkulin反 磨 陽 性 ノ學 齢 見童 ニ シテ、 臨 抹 上 並 二

「レ・」線 像 上 二何 等 所 見 ナ キ モ ノ
、叉 今 日 マ デ非 感 染 性

ト考 ベ ラt!テ ヰ ルpratuberku16seErkrankungヤ 結

核 性浸 潤 ヲ有 スル モ ノ ・胃 洗潅 液 中 二屡 く(18-56%)

結 核 菌 ヲ登 見 ス ル コ トハPoulsen及 ビOpitz以 來 多

数 學 者 ノ謹 明 セ ル所 デ アル ガ、之 ノ疫 學 的 意 義 二就 テ

ハ 未 ダ決 定 シテ ヰ ナ イ
。
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著 者 ノ・盤 格 楡 査 ノ際 、偶 々登 見 セ ル上 記肺 寝 潤 ヲ有 ス

ル 學 童24名 二就 テ、5年 間 二亙 リソ ノ學 級 及 ビ家 庭

ヲ観 察 シ感 染 ノ有 無 ヲ系 統 的 二調 査 シタ。ソ ノ結 果 ソ

ノ學 友 及 ビ 同胞 ノTuberkulin反 慮 陽 性 牽 ノ・一 般 同年

齢 ノモ ノ ニ比 較 シテ何 等 高 率 ヲ示 サ ズ、叉 活 動 性 結 核

ノ登 生 モ認 メ ナ カ ツタ。

幼 見 期 ノPrimareInfiltrierungデ ア ツ テ 胃洗 瀞 液 中

二結 核 菌 ヲ詮 明 ジ タ場 合 ニノ・、 有 菌 性 喀 疾 ヲ 嚥 下 シ

タ モ ノbシ テ 意 義 ガ アル ガ、 學 齢 期 ニ ノ・Primare

Infiltrierung・ ・極 メ テ勘 ク、多 ク・・淋 巴腺 結 核 デ アル 、

稀 二肺!SekundtireInfiltrierungガ ア ツ テ偶 々血 行

性 若 ク ノ・淋 巴道 性 二 胃 中 二 排泄 サ レタ 少 敷 ノ菌 ヲ謹

明 シタ カラ ト云 ツテ 何 等 感 染 源 ト シテ 櫻 ル ・二足 ラ

ナ イ。叉 胃洗 潅 術 ハ ソノ肺 浸 潤 が特 殊性 デ アル カ非 特

殊 性 ノ例 ～ 《Atelektaseナ ドデ アル カ ヲ匠 別 ス ル 時

以 外 ニ ノ・學 齢見 童 二就 テ 施 行 スル コ トノ・無 意 義 ナ コ

トデ アル 。(刀 椥1↓ 河端 抄)

皮 虐 ノ外 傷 性 結 核 初 感 染 ノー例

ArvidEriksson:UbereinenFallvontrざumatischer

tuberku16serPrimlirinfektionderHaut.

人 結 核 ノ感 染 ハ通 常 氣 道 ヲ介 シ テ行 ノ・レル モ ノデ ア ツ

テ 、皮 膚 ハ 結 核 菌 ノ侵入 門 戸 ト ジテ ハ極 メ テ債 値 ノ勘

イ モ ノ トセ ラ レテ ヰ ル。然 シ皮 膚 ノ外 傷 二績 登 シ テ外

因 性 ノ結 核 感 染 ノ起 ツタ 例 ノ・決 シテ 稀有 デ ・・ナ ク多

数 ノ報 告 ガ アル 。結 核 個髄 ノ皮 膚 二外 因性 ノ再 感 染 ガ

起 ヅ タ場 合 ハ ソ ノ墾 化 ・・限 局性 デ ア ツ テ屡 く皮 膚 疵 状
9

結 核 ノ如 キモ ン トシテ 何等所囑淋 巴腺 ノ 關與 ヲ件ハ

ナ イガ、未感染 個髄 ノ場合 デノ・、肺 臓 二於 ケル ト同檬

皮 膚 ノ攣化 ト共 二 所團部位 ノ 乾酪性淋 巴腺 炎 ヨ リ成

ル初感染原獲群 ヲ・獲生スル。後 者 ノ例 ハLehmann其

他 が「ユダヤ」人 ノ割禮(包 皮切噺)二 績襲 シタモ ノ、叉

Wahlgrenn/3例/報 告 ガアル ノミデー般 二多 イモ

ノデノ・ナ1。 著者 ノ・12歳 ノ男子 ガ左 眉部 ヲ馬蹄 二蹴

ラv約3cmノ 裂傷 ヲ受ケ、 ソノ縫 合治癒 後、 再登性

ノ肉芽組織 ヲ曇生 シ、同側 下顎 骨角二硬 キ淋 巴腺塊 ヲ
サ

認 メタ定 型的一例 ヲ記載 シテヰル。最 モ肺 臓其他 二結

核性髪 化 ヲ認メ ズ、再登性 肉芽組織 及 ビ淋 巴腺 ガ組織

學 的蛇 二動物 實験的 一 結核性 ナル コ トヲ謹 明 シテヰ

ル。(刀 根 山 河端抄)

録 【第15巻

移 動 的 結 核 相 談

W.Ekhart:MotorisierteTuberkulosenftirsorge.

地 方 ノ結 核 療 養 所 ヲ 中央 都 市/ソ レ ノ如 ク活 動 的 ナ

ラ シ ム ル ハ時 代 ノ要 求 ス ル所 デ ア リ、之 ガ實 現 ニ ヨ リ

テ盆iく廣 範 園 二於 ケ ル 結 核 豫 防 及 ビ 治療 ノ完 成 ヲ期

シ得 ル ノデ アル。

此 ノ目的 ノ爲 二・・地 方 二 散 在 セ ル各 個 人 ヲー 定 場 所

二集 メ テ集 團 的 二観察 ス ル ヲ要 ス。即 チ 特 殊 ノ設 備 ヲ

ナ セ ル 自動 車 ノ慮用 ニ ヨ リ、共 レガ輪 迭 能 力 ヲ高 ムル

事 ノ・必 要 デ アノレガ、 更 二著 者 ノ使 用 セ ル 、オー ヌ トリ

ヤ ニ テ完 成 セ ラ レ・タ新 手 提 型X線 装 置 二依 リ、簡 軍 二

而 モ 自在 二多 人 数 ヲ透 硯 、撮 影 ス ル事 ヲ得、 之 二依 リ

テ結 核 患 者 ノ 早 期 診 断 ヲ爲 ス事 ノ・肝 要 デ アル ト述 ベ

テ ヰ ル。(刀 根 山 大 門抄)

結 核 患 者 ノ 人]二的 感 作 及 ビ 特 異 冤 疫 及 底 元 ノ他

動 的 賦 與 二 關 ス ル實 験 的 研 究

J.Alf61dyundZ.v.Bernath:Experi】mentelle

UntersuchungenifberdiekUnstlicheSensibilisierung

unddiepassiveUbertragungderspezifischenReagine

beiderTuberkulose.

「コ ソ ゴー」法 二依 リ網 状 内被 組 織 ガ 良 好 ナ ル機 能状

態 二在 ル 時 ノ・、Bessauノ 反 復 反 磨 ヲ行 フ コ トニ依 リ

テ 「ツ ベル 〃 リ ソ」二封 ス ル皮 膚 感 作 ヲ 期 待 ス ル 事 が

出來 ル。又 コ ノ際 脾 臓 ノ深 部 照 射 二依 リ更=之 ヲ強 メ

ル コ トガ可 能 デ アル 。而 シ テ之 ノ雨 現 象 ノ存 在 セ ル場

合 ニ ハ、 比較 的 豫 後 ガ良 好 デ アル。

著 者 等 ノ・實 験 二依 リ以 上 ノ事 實 ヲ知 リ、共 ノ機 轄 二就

キi欠 ノ如 ク説 明 シテ ヰ ル。

先 ヅ皮膚 ニ テ屡 く繰 リ 返 ヘ サ レタル 感 作 ノ爲 二皮 膚

組 織 細胞 中 二在 ル、「ア レル ギー 」抗 元 ノ作 用 二依 リ或

ル物 質 帥 チ免疫 反 慮 元 が成 生 サ レ・、ソ レガ血 行 ニ ヨ リ

遠 隔 ノ場 所 二持 チ來 サ レ・全 皮膚 ヲ 感 作 スル ノデ アル。

i欠二脾 臓 深 部 照 射 二依 ル作 用 ノ・恐 ラ クWeichhardtノ

云 フ如 ク非 特 異 性 刺 戟 二俵 ツ テ、感 作 セ ラ レタル 細 胞

ハ 特 異 性 反 慮 ヲ爲 ス 事 ニ ヨル ノ デ 即 チ特 殊 ノ状 態 二

置 カ レテ アル 個 盟 ハ、非 特 異 性 影 響 ヲ受 ク ル モ特 異 性

抗 膣 成 生 二向 ソ テ刺 戟 セ ラ レタ ノデ ァル。

(刀 根 山 大 門 抄)
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Revuedelatuberculose5。S6rie・Tome2N。5,1936・

人 工 氣 胸 有 妓 期 間 ニ ツ イ テ 、牧 縮 ノ悪 イ癒 著 病集

ノ意 義

G.Maurer,E.Hantefenille:Lesvariationsdela

dur6eutiledespneumothoraxth6rapeutiquelerole

defoyeroadh6rentielsmal6teints.

人 工氣 胸 ヲ何 時 中止 ス ベ キ カノ・六 ケ シイ問 題 デ ァル 、

統 計 ニ ヨ レバ長 期 間縫 績 シタ モ ノ程 成績 ガ良 イ。併 シ

6年 二及 ブ長 期 ノ人 工 氣 胸 が無 数 デ ア ツタ リ、癒 著 ヤ

患 者 ノ都 合 デ8ケ 月 カ ラ1年 シ カ 行 ・・ナ カ ツ タ場 合

有 数 デ アツ タ例 モ アル。故 二人 工 氣 胸 ノ有 数 期 間 ヲ決

定 ス ル事 ガ重 要 ナ問 題 デ アル。之 ヲ決 定 スル 因子 ノ・病

型 氣 胸 開始 時 、 病 攣iノ新 蕾 、治 療 経 過 ノ如 何 治 療 中 ノ

事 故 、他 肺 ノ状 態 最 後 二患 者 ノ肚 會 的 状 態 が アル 。 即

チ ー般 的規 則 二依 ッ テ 考 ヘ ル ヨ リ亀 個 々 ノ場 合 二 ・・

氣 胸 ヲ績 ケ ル 事 ノ便 、不 便 ニ ヨ リ決 定 ス ル様 ニナ ツ テ

來 ル 。一 般 二長 期 縫 績 ニ ノ・種 々 ノ悪 作 用 が ア リ叉 ウマ

ク消 エ ナ イ癒 著 セル 病 集 ノ 有 害 ナ ル作 用 ヲ考 ヘ ネバ

ナ ラ ヌ。

長 期 氣 胸 ニ ヨ リ病 集 部 ハ 硬化 シ 健 康 部 ハ無 氣 肺 状 ニ

ナ ル。之 ヨ リ完 全 二振 張 シ得 ナ イ塊 二肺 がナ ル事 ・・ナ

イ トジ テモ 柔 軟 性 ヲ減 少 シ 肋 膜 ノ 肥 厚 柔 軟 性 ノ減 少

ヵ・起 ル。 又20-80%ノ 浸 出液 ラ見 ル又 肋 膜 腔 ヲ充 ス

可 キ肺 が振 張 シ得 ナ イ爲 二縦 隔 膜 ノ轡 曲 が起 リ、肺 穿

孔 ヤ、 他 ノ感 染 時 郎 チ丹 毒 、咽 頭 炎 ノ時 肋 膜 感 染 ヲ起

ス 場 合 ガ アル。 癒 著 モ 障 碍 トナル モ ノデV6ranノ 報

告 ニ ヨルb氣 胸 ヲ 中止 シ テ後 再 登 ス ル 例 ノ95%・ ・癒

著 ノア ツタ不 完 全 氣胸 デ アル ト云 フ、治 療 ト云 フ標 準

・・人 ニ コ リ意 見 ガ 異 ル が 余 ノ経 験 ニ ヨル ナ レバ纏 績

シテ2ケ 年 間 ノ臨 抹 的 治癒 が アル 場 合 デナ ケ レバ 完

全 ナ治 癒 ト考 ヘ ナ イ、ソ シテ共 ノ間 人 工 氣 胸 ヲ保 持 ス

ベ キ デ アル。但 シ之 ハ個 々 ノ場 合 二攣 動 ノ アル 事 ・・止

ム ヲ得 ナ イ。叉不 完 全 氣 胸 ノ場 合 ノ・ヨ リ以上 長 クス ル

ヨ リ現在 ノ所 致 シ方 がナ イ。長 期 ノ氣 胸 ノ後 肺 が以 前
コ

ノ如 ク振 張 ス ル カ否 力検 査 セ ネ バ ナ ラ ヌ。共 ノ爲 治 療

ノ仕 上 トシテ療 養 所 二牧 容 ス ル 事 が望 マ シ イ。

(今 村 内科 梅 谷 抄)

安息 香 酸曹 達 ノ豫 脈 内 注射 呂 ヨル 肺結 核 治 療

L.Goldkom1,A.Bielenki:Traitementdelatuber・

culosepulmonaireparlesinjectionsintraveineuses

deBehzoatedeSohde.

安 息 香 酸 曹 達 ノ・昔 カ ラ結 核 治療 剤 ト云 ・・レ・又 喀 疾 剤

デ ア リ制 腐刺 デ アル 所 カラ 叉 経 口 的 二用 ヒル ト肝 臓

デ 愛 化 ヲ受 ケル 所 カラ 静 脈 注 射 ト シテ 肺 結 核 二試 ミ

タ。患 者 ハ ヨ ク此 ノ注 射 二耐^中 止 セ ネバ ナ ラ ナ ヵッ

タ 者 ・・1人 モ無 ク 注 射 後 口 中 ヤ 鼻 二 特 有 ナ臭 氣 が ア

ル ガ不 快 デ ノ・ナ 〃 氣 道 ヨ リ 排 泄 サvル 爲Corysaノ

輕 快 セル モ ノガ2例 ア ツ タ。 時 二 ・・注 射 後Eupholie

ヲ起 ス モ ノモ アル。 量 ノ・20%5ccヲ 用 ヒ翌 日ニ ノ・8

cc3日 後 二・・10cc時 ニノ・15ccニ マデ 至 ル 。 藥 液 ガ不

純 デ アL!バ 獲 熱 ガ起 ルHeyden製 力'良 イ・ 開 放 性 空

洞 性 二 ・・2ケ 月繊 維性 ニ ノ・1ケ 月用 ヒル 。 我 々 ハ60

人 二約2000同 注 射 シタ。 氣 管 枝 肺 炎 型 ヤ喉 頭 結 核 ヲ

件 ヘ ル モ ノ末 期 ノモ ノニ ・・無 数 デ アル。ア マ リ大 ナ ラ

ザ ル空洞 型 ヤ 新 イ型 ノモ ノ・・喀 疾 中結 核 菌 ノ消 失 、

「レ ン トゲ ソ」像 ノ減 少 等 ヲ望 ミ得 ル、病 攣 ノ大 ナ ル 者

デ ノ、症候 的 二良 イ即 チ食 慾 ノ墳 加 、燈 重 ノ増 加 特 二喀

疾 ノ減 少 ガ アル 。兎 二角 喀 疾 ノ多 イ モ ノニ ノ・他 ノ萎 縮
亀

療 法 ト併 用 シテ用 フル 便 値 ガ アル。

(今 村 内 科 梅 谷 抄)

肺 尖 剥 離 、 「パ ラ フ ィン」充 塞 ノ38例 ノ結 果

A.Courconx,Sonpault,Biderman,Alibert,M6ry:

Resultatsde38apicolysesavecplombageparaffin6.

術 式 ノ・局 所 麻 酔 、或 ハ 「エ ビ バ ソ」ヲ用 ヒ、皮 膚 切 開 ハ

6-8cmデ 肋 骨 切 除 ・・一 般 二6cm位 デ アル。 癒 著 ノ・

指 デ取 ル ガ 仲 々取 リニ ク イ事 ガ アル 暴 力 的 ニヤ ッ テ

ノ・ナ ラ ヌ、 此 ノ際指 ノ先 ノ ミ入 レ 手 全 部 ヲ入 レテ ハ

ナ ラ メ、「パ ラフィソ」ノ・200gr位 入 レ・ル 。時 二 ・・300gr

モ入 レタ事 が アル 。 「ドレ ソ」ノ・入 レナ イ。

術 後 直 二死 亡 シタ例 ノ・ナ イ。 毫ξ熱 ノ・2-3E績 ク8日

間 ノ安 静 後 抜 練 ス ル。化 膿 ハ 早 期 二5例 起 リ4例 ノ・ソ

ノ爲 「パ ラ フィソ」ヲ除 カ ネ バ ナ ラナ カ ツタn叉 術 後13

ケ 月 目二化 膿 シタ例 が ア ツ タ。 直 二 「パ ラ フィソJヲ 除

イテ治 癒 シタ。「パ ラ フィソ」が他 ノ部 分 二移 行 シ タ ノガ

2例 ア7v。適 磨 ・・肺 尖 部 ノ空 洞 デ アル が絵 リ大1ノ ノ・

数 果 ガナ イ。 我 々 ノ行 ツ タ例 デ ノ・4cm直 径 ガ最 大 デ

数 ・・1個 乃 至 藪 個 デ アル 。空 洞 ノ位 置 ハ 前 方 二於 テ5

番 目 ノ肋 骨 ノ 下 端 マ デ"夫 以 下 ニ アル モ ノ ニ ノ・行 ハ

ナ イ、病 愛 ガ雨 側 ニ ア ツ テ モ邪 賢 ニ ハ ナ ラ ヌ、 大 部 分

ノ者 ハ人 工 氣 胸 ヲ洗 ヅ行 ツ タ が癒 著 ノ爲 入 ラ ズ。 叉

21人 ～・横 隔 膜 帥 経 ヲ捻 除 シタ が 空洞 ガナ ク ナ ラナ カ
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ツ タ者 デ ア ル。

結 果 ・・38人 中30人 ノ・術 後1年 以 上輕 過 、8人 ・・6ケ

月 以 上 経 過 デ アル ガ30人 中、15人 ・・有 数 デ ア ツ タ。

15人 中 ノ11人 ・・臣訓 木的 治 癒 帥 チ菌 清 失 、 執務 可 能 デ

アル 。1人 ノ・可成 リ後 二臨 林 的治 癒 ヲ來 シタ。3人 ・・

殆 ド輕 快 トモ 云 フ可 キ デ ア ル、病 攣 が雨 側 化 シ タ ノガ

2人 デ是 等・・術 後最初 ・・菌陰性 デ 執務 可能デ アツタ

ガ後 二他側 ニモ病攣 ガ及 ソダ。11例 ノ・無数 デ アツタ。

他 ノ2例 ・・1ノ・心臓病 デ 死 二1例 ハ 術 後間モ ナ〃清

息 ヲ失 ツタn6ケ 月以上経過 ノ8人 中5人 ハ外見上治

癒 デ3人 ノ・無数 デァル。(今 村 内科 梅谷 抄)

Revuedelatubercuiose5。S6rieTome2N。6
,

「Thoracectomie61astiqueded6tenteetd'at-

tente」 ナ ル 語

A.MaureretR.Ranturean:Lathoracectomie

61ectiveded6tenteetd'attente6volutiondela

m6thodeLathoracectomieelectiveded6tente.

我 等 ノ1人MaurerがTob6及 ビDavyト 共 二言 ヒ

出 シタ ノデ術 式 ノ・Monaldi法 ヲ借 リテ居 ル。 帥 チ横

隔 膜 紳 経 捻 除 二 加 フル ニ肋 骨 ヲ 前 側 方 二於 テ切 除 シ

肺 ノ弛 緩 ガ容 易 二行 ・・レル 様 二肋 骨/化 骨 ヲ妨 ル爲

「ホル マ リ ソ」ヲ作 用 サ セル 、我 々・・肋 骨 ノ前 方切 除 ヲ

4例 二行 ツ タ ガ結 果 ・・良 クナ カ ツ タ故 二Thoracecto-

mie61ectiveded6tenteナ ル モ ノ ヲ考 ヘ タ。之 ・・一 定

ノ術 式 ヲ有 ス ル ノ デ アル ガ 個 々 ノ 場 合 多少 ノ攣 化 が

アノレ。帥 チ肺 病 攣 部 ヲ骨 ヨ リ自 由 ニ スル ト云 フ ノ が圭

眼 デ 鎖 骨 、肩 脾 骨 デ園 レル 部 分 ノ肋 骨 ヲ後 部 二於 テ 骨

膜 外 切 除 ヲナ ス、叉 ノ・骨 膜 ヲ付 ケ肋 骨 筋 ヲ付 ケ タ マ ・

切 除 ス ル 。 結 果 ノ・術 後 短 期 デ アル が良 好 デ アル 。

(今 村 内科 梅 谷 抄)

「ツ ベ ル ク リン 」及 感 彊 陽 性 ノB.C.G接 種 見童

ノ胃 内容 ノ楡 査 債 値 ニ ツ イ テ

LSag6,Rita,Scheton:Surlavaleurdel'examin

ducontenngastriquechezl'enfantvaccin6anB.

C.G.ayantuner6actionallergiqueintenseala

tuberculine.

B.C.G.接 種 見 童 二 「ッ」反 磨 ノ・出現 ス ル ガ弱程 度 デ

アル 。B.C.G.接 種 見 二 強 程 度 ノ「ツ」反 磨 が表 レ・タ

時B.C.G.接 種 ニ ヨル カ他 ノ強 力 ナ 自然 感 染 ニ ヨル

カ匠 別 ノ・困 難 デ アル。「ツ」反 慮 強 陽性 見 デ 外 見 上 健 康

ナ モ ノ ・胃 内容 ヵ ラス デ ニ 可成 リ ノ%デ 結 核 菌 が見

出 サvテ 居 ル。 夫 デB・C・G・ 接 種 見 デ 「ツ」反 慮 強 陽

性 者 ノ胃 内容 ヲ楡 査 ヅタ 、方 法 ノ・胃 内 容 ヲ海 狸 二注 射

ヌ ル ノデ アル 。 著 者 ニ ヨル トB.CG.接 種 者 デ 自然

感 染 ヲ受 ク タ モ ノハ「ピル ケ ー」反 磨 デ 強 〃剃 然 ト出 デ

丁 度B.C.G.ノ ミ…一ヨル皮 内 反 慮 ノ強 サb同 程 度 デ

アル ト云 ツ テ居 ル 。46人 ノ「ツ 」反 磨 強 陽 者 カ ラ21人

結 核 菌 ヲ胃 内容 ヨツ 謹 明 シ タ。 「ツ」反 慮 弱 陽 者11人

カ ラ ノ・全 部 陰性 デ アル 。46人 中胸 部 二X像 ノ所 見 ノ

アル ノ ハ34人 アル 。 菌 陽性 者 ・・殆 ドX像 二於 テ所 見

が ア ツ タ。 所 見 ハ圭 トシテ肺 炎 型 ノ 初 感 染 像 デ ア ツ

タ。0-1歳 ノ11人 ノ菌 陽 性 ノ内8人 ノ・治 癒 、1人 ノ・

結 核 性 拶 膜 炎 デ死 亡 、1人 ノ・不 明、1人 ハ治 療 中 デ ア

ル。 是 等 ノ見 童 ・・殆 ド家 族 感 染 デ アル。菌 ノ・皆 人 型 デ

アル 。(今 村 内 科 梅 谷 抄)

虚 弱 者 二 於 ケ ル 結 核 ノ意 義

R.Burnand:Ler61edelatuberculosechezles

``Patraques"

慢 性 ノ虚 弱 ナ ル獣 態 ア タ カ モ髄 質 的 ト考 ヘ ラ レ、人 々

ヲi封照 トス ル、 之 ・・漠 然 トシ テ居 ル ガ、馨 者 二來 テ漠

然 トシ タ訴 ヘ ヲナ ス 人 々デ永 ク績 ク疲 勢 、 怠惰 、顔 色

ガ悪 イ等 云 フ人 デ 過 去 ヲ聞 ク ト幼 時 育 チ ニ ク カ ッ タ。

風 邪 ヲ引 キ易 イ腸 ヲ ヨ ク コ ハス 、常 二健 康 感 ガナ イ ト

云 フ類 デ ア ル。是 等 ノ・寒 ガ リデ憂 髭 デ消 化 器 ハ ス ベ テ

不 調 デ女 二 多 イ ガ月 経 ノ・不 順 デ ァル が 診 察 ス ル ニ之

ト云 ツ テ悪 イ所 がナ イ。然 ル ニ是 等 ヲ調 ベル トX像 デ

ノ・殆 ド全 部 胸 部 二淋 巴腺 、肺 肋 膜 二何 等 カ ノ結 核 性 ノ

陰 影 ヲ見 出 ス 、圭 トシ テ肋 膜 癒 著、 淋 巴腺 ノ腫 大 、 肺

野 或 ・・淋 巴腺 ニ アル石 灰 化 等 デ アル。 ソシ テ 「ツ」反 慮
る

ノ・陽 性 デ ア ル。 此 虜 二結 核 ガ虚 弱 ノ原 因 デ アル カ、虚

弱 ナ ル爲 二結 核 ヲ招 來 ス ル カ ト云 フ問題 が起 ル 。著 者

ノ・前 者 ノ方 ヲ考 ヘ ル 、帥 チ病 墾 が殆 ド潜 伏或 ・・最 少 限

度 ニ ナ ツ テ居 ル ノニToxikaemieノ 状 態 力'恢復 セ ヌモ

ノ ト考 ヘ テ居 ル。 是 等 ・・結 核 性 疾 患 ニ ー 定 ノ免 疫 ヲ

有 ス ル 如 グ ニ 見 エ ル。 生 命 ニモ 大 シ タ影 響 ガ ナ イ、治

療 トシ テ休 養 、縛 地 ノ・一 時 的 ノ数 果 ヨ リ望 メ ヌ。 然 シ

憂 雛 ヲ無 ク ス ル爲 ニー 時 的 ノ休 息 、轄 地 ハ 必 要 デ アル

ガ長 イ間 ハ不 可 デ ア ル。 特 殊 治 療 法 トシ テ 「ッ ベ ル ク

リ ン」、「ア ン チ ヂヱー ヌ、 メ チ リク」等 ・・使 用 法 ガ良 ケ

レバ有 数 デ アル。(今 村 内科 梅 谷 抄)
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結 核 外 專 門 雑 誌

B.C.G.接 種 後 呂於 ケ ル補 膣結 合友 膿

G・B.ReedandB.G.Gardiner:ComplementFixation

FollowingB.C.G.Vaccination.(TheJournalof

ImmunologVol.31,No.6.)

カル メ ッ ト氏B・C・Ge「 ワ ク チ ソ」0.3竈 ヲ皮 内 二接

種 セル9歳 ヨ リ16歳 迄 ノ11人 ノ小 見 二 於 テ、 接 種

13ケ 月 後 二 「ツ ベル ク リ ン」皮 内反 磨 ヲ 検 シ タル ニ其

ノ 内9人 が0。1彪 ノ「ソ ベ ル ク リ ソ」二 陽性 トナ リ、1

人 ノ・0・1睡 ニ テ ノ・陰 性 ナ リシモ、1.0彪 ニ テ ノ・陽 性1・

ナ リ・1人 ・・1.0殖3同 連 績 接 種 ニ テモ 陰 性 ナ リ、接

種16ケ 月後 二於 ケ ルWadsworth氏 法(1927)二 依 ル

補 鐙 結 合 試 験 ノ・11人 全 部 陽性 ナ リ、 而 シ テS及 ビR

雨 「ア ン チ ゲ ソ」ノ存 在 ニ テ殆 ド同量 ノ 補 饅 ガ結 合 サ

レ、 著 二者等 ノ所 謂S!R指 籔 ・・1二 接 近 セ リ、Rice氏

(1931)及 ビRice氏 、Reed氏(1932)二 依 レバ、 加 熱

殺 菌 セルS型 菌 ニ テ長 期 間 免疫 サvシ 、家 兎 血 清 二於

テ、S「 ア ソチゲ ソ」ハR「 ア ソチ ゲ ソ」ヨ リモ 約2倍 量

ノ補 艦 ヲ結 合 セ リ、 然 ル ニR型 菌 ノ冤 疫 動 物 ・・S「 ア

ンチ ゲ ソ」及 ビR「 ア ンチ ゲ ソ」何 レモ 同量 二補 膣 ヲ結

合 セ リ、 即 チS免 疫 動 物 ノ・S/R指 数 ガ2二 近 ク、R

免 疫 動 物 ノ・SIR指 鍛 ガ1二 接 近 セ リ、 叉Reed氏 、

Orr氏 及 ビRice氏(1934)二 依 レバ加 熱 殺 菌 セ ルB .

C・G・ 菌 ニ テ免 疫 セル 家 兎 血 清 ・・補 膣 結 合 反 磨 二於

テ、R型 菌 免 疫 動 物 ノ血 清 ノ如 ク ニ作 用 セ リ、前 記11

人 ノ人 髄 實 験 例 二於 テ、 其 成 績 ノ・或 ノ・B.C.G,接 種

前 ノ感 染 力、或 ハ重 感 染 ニ ヨ リ影 響 サ レ シヤ モ測 ラ レ

ザvド モ・ 少 ク1・モS,R雨 「ア ンチ ゲ ソ」ガ各 く同 量

ノ補 髄 ヲ結 合 セ ル事 實 ハ、他 ノ實 験 動 物 ノ成 績 二於 ケ

ル が如 久B・C・G・ 菌 ガ特 異S「 ア ソチ ゲ ン」性 ヲ歓1ク

カ・ 或 ノ・共v有 リ トス ル モ、 接 種16ケ 月 後 二於 テノ・

補 髄結 合試 験 ニ テ 測 リ得 ル 程 度 ノS特 異免 疫 性 ガ清

失 セ リ トイ フ説 ヲ支持 ス ル モ ノ ナ リ。

(北 研 、 植 村 抄)

結 核=於 ケ ル 「ビタ ミ ン」C過 剰 症(豫 報)

F.H.HeiseandG.J.Martin:SupervitaminosisC

inTuberculosis(ProceedingsoftheSocietyfor

ExperimentalBiologyandMedicineVo1 .35,No.

2.)

瞑15匹 ノ中・5匹 ヲ封 照 ト シ、残 リ ノ10匹 二、 毎

日結 晶 ノcevitamicacid(Cebione)ノ20彪 ヲ、腹 腔 二,

注 射 シ、7日 ノ後300.000個 ノ人 型 結 核 菌 ヲ鼠 瞑 部 皮

下 二接種 セ リ、 接 種 後 モ 引 績 キ毎 日注射 シ、5ケ 月 ノ

後 、 各 試 獣 二、30瓦 注 射 シ終 リシ時 二屠 殺 シテ 解剖

セ リ、 肺 、 脾 、 肝 、 淋 巴腺 ノ病 攣 ヲ検 シテ、共病 攣 度

ヲZF均 セ シニ、 封 照 動 物 群 ノ・3ニ シ テ、「ビタ ミ ソ」C

過 剰 症 群 ハ2.2ト ナ リ、雨 群 ノ間 二病 攣 ノ差 異 ヲ認 メ

ズ。(北 研 植 村 抄)

人 癩=於 ケルS型 及 ビR型 色 素産 生 抗 酸 性菌 ノ

家 兎 二 及 ボ ス影 響(豫 報)

J.R.Kriz:Effectof``R"and``S"Formsof

ChromogenicAcid-FastBacillusfromHumann

LeprousLesiononRabbits.(Proceedingsofthe

SocietyforExperimentalBiologyandMedicine

Volume35.Number4.)

著 者 ハ人 癩 ノ病 竈 ヨ リ、色 素 ヲ産 生 セルS型 及 ビR型

ノ抗 酸 性 菌 ヲ分 離 シ、雨 型 菌 ヲ各 く3頭 宛 ノ家 兎 ノ皮

下、腹 腔 内及 ビ鼻 腔 内 二接 種 セ リ、S型 菌 接 種家 兎 ハ

約7ケ 月 ノ後 、著 明 二臓 痩 シ、 皮 下接 種 局所 ニ ハ撒 個

ノ結 節 ヲ生 ズ、該結 節 ニ ノ・鏡 見上 多数 ノ抗 酸 性 菌 ヲ認

ム、 叉肝 、脾 、 腎 ニ ノ・抗 酸 性 菌 ヲ喰 菌 セ ル細 胞 多数 ア

リ、 而 シテ、血 管 ノ肥 厚 モ 著 明 ニ シテ、2頭 ノ家 兎 ノ・

堆殖 性 、 繊 維 性 示申経 炎 ノ爲 、四 肢 ノ麻 癖 ヲ來 セ リ、 之

二反 ジR型 菌 接 種 家 兎 ノ・旛 痩 ス ル モ 著 明 ナ ラ ズ
、結 節

ヲ生 ズル モ、 潰 瘍 二至 ラ ズ シテ消 失 シ、臓 器 二 ・・癩 性

攣 化 ヲ見 ズ、 叉 抗 酸 性 菌 ヲ詮 明 セ ズ、此 ノ實 験 ノ 目的

ノー ツノ・人 癩 病 竈 ヨ リ分 離 セ ル
、 色 素 産 生 抗 酸 性 菌

が・家 兎 二於 テ人 癩 二比 ス ベ キ病 攣 ヲ起 シ得 ル ヤ否 ヤ

ヲ験 ス ル ニ ア リテ、他 ノー・ツ ・・R型 及 ビS型 ナル 攣 異

菌 ノ病 源 性 ノ差 違 ヲ決 定 ス ル ニ ア リ、而 シテ實 験 ノ結

果 ハ家 兎 二 封 シ テS型 菌 ノ・R型 菌 ヨ リ強 キ 病 源 性 ヲ

謹 明 セ リ。(北 研 植 村 抄)

實験 結 核 呂 於 ケ ル 温 熱 療 法

E・Bogen:ThermotherapyimExperimentalTuber -

cul・sis(Pr・ceedings・ftheS・cietyf。rEXPerimental

Bi・1・gyandMedicineV・1 .36,N・.1.)

225匹 ノ海 猿 二、0・1-0.0001琵L/人 型 結 核 菌 ヲ 接 種

シ・3ケ 月 間 、 華ee85--90度 ニ テ飼 養 シ
、 良 好 ナ ル

成 績 ヲ得 タ リ、結 核 ノ進 展 ヲ阻 害 ス ル温 熱 ノ影 響 ノ本
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態 ハ不 明ナル モ、次 ノ様 二説 明スル ヲ得、帥チ海猿 ハ、

此 ノ如 キ高温度 ニテへ 若 シ活動 セバ不愉 快ニナル ヲ

以 テ、止 ム ヲ得 ズ静粛 ナ リ、換言 ス レバ強制 的ナ安静

療法 ヲ施 行 セ シ事 ニナ リ、其結果結核 二良影響 ヲ與ヘ

シナ ラ ソ、此 ノ説 明 二依 レバ、安静 ヲ守 リ得 レバ、特

二温 熱 ヲ必要 トセ ザノレ事 ニナル モ、結核症 ノ同復 二、

安静 が重要 ナ リトノ概 念 二封 ジテ、追加 的詮 明 ヲ與 ベ

シモ ノナ リ。(北 研 植 村抄)

牛型結 核菌 ヲ注 入スル家兎坐骨神脛 ノ 墾化 二就

テ

Kon,M:IntraneuraleInjektionenbovinerTuber・

kelbacillenbeimKaninchen.(ZeitschriftfUrHygiene

u.Infektionskrankheiten,118Band.3Heft・1936・)

著 者ノ・種 々ナル細 菌 ヲ以 テ 施行 セラ レ・タル 坐骨赫経

内注入法 ノ文 厭 ヲ紹介 シタル後、牛型結核菌 ヲ用 ヒテ

本法 ヲ行 ヘ リ。供試菌 トシテ弱毒、中等毒、強毒 ノ三種

ヲ選 ビ、 夫 々、兎大腿上3分 ノ2ノ 部 ニテ、 坐骨紳脛

分岐 ノ直上部 二注射 シ、1、2、3、4、5、6及ピ1撒 布 モ3

週後 二既 二注射部 ヨリ脊髄 二至 ル、間隔5乃 至6・5糎

ノ過 牛部 二搬 が リ、4週 後 ニノ・ソノ3分2二 及 ベ リ。

強毒 菌株 ヲ用 ヒタル9頭 二於 テノ・、ソノ中2頭 ハ速 カ

ニ脊髄 迄 モ冒 サ レ、ソノ他 ノ・生存 期間 ノ延長 スルニ慮

ジテ、病 墜部位 モ振大 セラv、10乃 至12週 ノ如 キ長

期 生存家 兎3頭 ノ・脾、肺、腎 ニモ結 節 ヲ生 ジ、淋 巴管

性 、血行性全 勇撒布 ヲ示 セ リ。

坐骨脾 経 ヨリ脊髄 二迄 モ 病 攣進行 ジタル2頭 ノ家兎

ハ臨休的 二後肢麻癖 ヲ示 セ リ。 而 シテ1頭 ノ・剖検上,

病 愛レ・脾経 根 ヲ経 テ薦髄 紳経 節 二及 ベル ヲ観 、2週 ヲ

経 テ屠 殺 シテ肉眼的、病 理組 織的 二、雨側坐骨紳経、

脊髄、脊髄 膜、更 二必要 二慮 ジテハ拶髄拶膜 ヲモ楡索

セ リ。ソノ結果(一)本 法 二依 リテ局所性並 ビニ求心性

結核病 攣惹起 セラ レ、且 其 ノ病 攣 ノ強弱、経過 ノ遅速

ハ、用 ヒタル菌株 ノ毒 力、菌 量、蛇 ビニ供試家兎 ノ生

存 期間 二關係 スル虜大 ナ リ。帥 チ弱毒菌1萬 分1彪 ヲ

注 射 セル5頭 中、僅 カニ1頭 ノ ミ局所攣化 ヲ示 シ、 且

結 核菌 ハ 注射部 ヨリ 求心側 二8粍 侵入 セル ノミナル

ニ反 シテ、中等毒 菌株 ヲ用 ヒタル6頭 二於 テハ、総 テ

多 薮 ノ 結 核結 節形成 セ ラレ 坐骨神経 内菌他 ノ1頭 ハ

上部頸髄 二迄蓮 セル禰蔓性脊髄 膜炎 ヲ示 セ リ。伺此 ノ

雨 者ハ、定型的結核結 節及 ビ巨大細胞 ノ存在 ノ・詮 サザ

リシモ、細 菌學的 二、多数 ノ結 核菌 ヲ登 見サ レタノ玩モ

ノナ リ。(二)上 逓 ノ上行 性脊髄膜 炎 ヲ併獲 セル家 兎二
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於 テ ノ・薦 、腰 、頸 各 髄 ノ 白質 部 二血 管 周 園 性 寝 潤 強"・

而 シテ ソ ノ程 度 ノ・、 就 中薦 髄 二 最 モ 著 シ ク、漸i欠 頸 髄

二 向 ヒテ 低 下 ス 。(三)病 攣 進 行 過 程 ノ・接 種 部 ヨ リ求 心

性 二坐 骨 赫 経 ヲ冒 シテ、脊 髄 赫 経 根 部 就 中背 側 紳 経 根

部 二至 リ、次 デ ソノ脊髄 ヘ ノ移 行 部 二於 ケル 軟 膜 中 ヲ

環 状 二蔓 延 シ テ全 周 ヲ侵 シ、更 二軟 膜 ヨ リ、 放 線 状 二

脊 髄 實 質 、就 中 先 ヅ 白質 部 次 デ灰 白質 部 二至 ル モ ノ ・

如 ク ニ シ テ、 是 二 關 シ テ ノ・、H6menetLaitine・Orr

u.Rows,Walthard.等 ガ夫 々、 化膿 菌 、 菌 髄 …毒素 「ヘ

ル ベ ス」病 原 髄 ヲ以 テ セル 實 験 トー 致 セル 成 績 ヲ示 セ

リ。(九 大 細 菌 森 良 雄 抄)

尋 常 性 狼 瘡 呂於 ケ ル 結 核 菌 ノ菌 型 槍 索

BrunoLange:UntersuchungentiberdenTypusder

TuberkelbacillenbeiLupusvulgaris.(Zeitschriftfiir

HygieneundInfektionskrankheiten,Bd.119,Heft

2,1937.)

著 者 ヵ'結核 菌 ヲ培 養 シ得 タ尋 常 性 狼 瘡45例 中23例 ハ

人 型 結 核 菌 二 因 リ、20例 く44.4%)ノ ・牛 型 結 核 菌 二基

因 シ残 絵 ノ2例 ヨ リノ・人 型 牛 型 雨 結 核 菌 ヲ 謹 明 シ得

タ 。而 シテ其 等 ノ毒 力 二就 テ見 ノレニ 人 型 菌 ハ之 ヲ

措 キ 斯 カル 培 養 牛 型 結 核 菌 株 中正 常 毒 力zr「 ノ

ノ・漸 ク6株 二過 ギ ズ シ テ、他 ノ・凡 テ多 少 二不 拘毒 力 ガ

減 弱 ジ テ居 タ。

次 二著 者 ノ・斯 カル結 核 菌 菌 型 決 定 ヲ 目的 トスル 細 菌

學 的 検 索 二際 シテ ノ、初 代 培 養 ヲ「グ リセ リソ」歓 如 卵 培

地(Dorset)上 二 試 ミル コbが 甚 ダ 重 要 デ 勿 論 此 ノ際

「グ リセ リ ソ」加 卵 培 地 ヲモ 併 用 ス可 キ事 ・・論 ヲ侯 タ

ナ イ トコ ロデ アル ガー 部 ノ 學 者 ノ 提 唱 ス ル が如 ク徹

頸 徹 尾 「グ リセ リyJ加 卵 培 地 ノ ミ ヲ 使 用 スル ト云 フ

事 ノ・菌 型 決 定 ヲ 簡 易 牝 ス ル 所 以 デ ノ・ナ イ ト述 ベ テ 居

ノレo

伺蜀逸 二於 ケル 他 ノ尋常性狼 瘡報 告例 二 比 ジテ今次

ノ著 者 ノ検 査例 二於 テ、牛型結 核菌感染 ノモ ノガ非常

二多 カソタ 〃 ・被楡 患者 ガ圭 トシテKiel及 其 ノ近郊

ノモ ノデ アソテ共 ノ地 ニ ハ結核 罹患牛 ガ多 ク、而 モ其

ノ土 地 ノ人 々ノ・屡 く牛乳 ヲ生 ノ 儘 デ 飲用 スル ト云 フ

習慣 がアル爲デ アル ト見テ居 ル。

併 ジ乍 ラ、一般 二尋常性狼瘡 二於 テハ他 ノ結核 性諸疾

患 二比 シテ何故 二 牛型結核 菌 ガ 遙二屡 く詮 明サ レル

ノデ ァル カ ト云 フ、問題虹 二多 クノ本疾 患 ヨ リ分離 シ

タ結核菌 ノ毒力 が減弱 シテ居ル 原 因二就 テハ 今 日伺

充分 二閲 明サ レテ居 ナ イ。斯 様 二尋常性狼瘡 二於 テハ
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其 ノ病 因 ノ ミナ ラ ズ、共 他 ノ上 記 ノ如 キ重 大 ナ ル 諸 問

題 ガ未解 決 ノ儘 デ アル 故 二本 疾 患 ノ 臨 躰 疫 學 的及 ビ

細 菌 學 的研 究 ヲ 更 二徹 底 的 二 績 行 ス ル 事 コ ソ望 マ シ

イ モ ノデ ア リ、其 ノ 目的達 成 ・・研 究 室 ト臨 抹 方 面 トノ

緊 密 ナ ル 連繁 二侯 ツ可 キ モ ノデ ァル ト結 ソデ居 ル。

(九 大細 菌 占部 薫 抄)

酸 素 及 ビ水 分 排 除 ト結 核 菌 ノ生 存 力

TrumanSquirePotter:SurvivalofOxygenand

WaterDeprivalbyTubercleBacilli.(Journalof

InfectiousDiseases,Vol.60,No.1,1937.)

先 ヅ第 一 實 験 二於 テ ・・逆U字 形Pyrex硝 子 管 ノー 方

ノ腕 ノ中央 部 二、固形 培 地 上6週 間培 養 ノ鳥 型結 核 菌

塊 ヲ置 イ タ後 ニ ソノ管 ロ ヲ封 鎮 シ、他 方 ノ腕 ノ末 端 部

ニ ノ・豫 メ金 隔 「マ グ ネ シュー ム」ヲ容 レテ置 キ、 硝 子 管

ヲ ソ ノ短 傍 腕 ヲ以 テ眞 空「ポ ソ プ」二連 接 シ終 始 光 線 ヲ

避 ケ ツ ・30時 間 吸 引 ヲ績 ケ テM〆LeodGangeノ 最

高 目盛迄 空 氣 ヲ排 除 シタ 後、密 閉 シ テ 「ポ ソプ」ヨ リ切

リ離 ス。 然 ル 後 二 「マ グ ネ シ ュー ム」ガ 白 熱 ス ル迄 、

Bunsen燈 デ末 端 部 ヲ鍛 同 加 熱 シ テ硝 子 管 内 ノ残 醗 武

斯 ヲ 全 ク之 ノ温 「マ グ ネ シ 亀一 ム」二 結 合 サ セ テ 了 フ

ノデ アル 。斯 カル 操 作 後 該 謂 子 管 ヲ直 チ ニ室 温 ノ暗 所

二14ケ 月間 貯 ヘ ル。但 シ共 ノ最 初/1週 間 ノ・毎 日 「マ

グ ネ ジュー ム」 ノ加 熱 ヲ反 復 ス ル。14ケ 月 後 二菌 塊 ヲ

取 リ出 シ テ培 養 蚊 二 動 物 試 験 二依 テ 菌 ノ生死 ヲ剣 定

ヴタ結 果 、其 ノ敦 レニ於 テ モ菌 ガ明 カニ 生存 ンテ居 ル

事 ヲ認 メ得 タ。尚 同襟 ニ シ テ該 菌 が2ケ 年 間 モ優 二 生

存 シ得 ル コ トヲモ詮 明 シ得 タ ノデ アル。

第 二實 験 二於 テ ハ、上 記 ノモ ノ ヨ リ遙 二容積 ノ小 サ イ

Pyrex硝 子 管4個 ヲ用 ヒ、之 ヲ眞 空 「ポ ソ プ」二接 績 シ

テ 吸 引 ス ル ト同 時 二50。C1時 間 熱 ジ テ硝・子 ソ ノモ

ノニ 吸藏 ス ル コ トノ有 ル可 キ 瓦 斯 全 部 ヲ 除去 シ タ後

3週 間 培 養 ノ鳥 型 結 核 菌 ヲ封 入 シ再 ビ眞 空「ポ ソ プ」二

連 績 ス ル ト同 時 ニー 方 酸素 虹 二 水 分 ヲ 完 全 二除 去 シ

タ水 素 瓦斯 ヲ充 タ シタ 硝 子 球 ニ モ 連 接 シ テ置 イ テ、

Pyrex硝 子 管 内 ヲ眞 空 ニ ジタ 後 該 水 素 瓦斯 ヲ充 満 サ

t・ 更 二共 ノ水 素 瓦斯 ヲ排 除91強 ク眞 空 トナ シ再 ビ水

素 瓦斯 ヲ充 満 サ セ ル。斯 カル操 作 ヲ繰 リ返 ヘ ス事6同

二及 ソダ後 水 素 瓦 斯 充 満 状 態 二1-20時 間放 置 シ
、然

ル 後 二再 ビ弧度 ノ眞 空 状 態 ニス ル 。以 上 ノ如 ク シタ硝

子 管 ヲ37。Cノ 暗所 二貯 へ1、2、5蛇 二12ケ 月後 ニ ソ

レ ゾ レ開 イテ 其 ノ中 ノ菌 ノ生 死 ヲ 前 實験 ノ場 合 ト同

襟 二培 養 並 二動 物 試 験 二 依 テ検 索 シ タ。 共 ノ結 果 、
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斯 ノ如 ク最 モ嚴 密 二酸素 蛇 二水 分 ヲ 排 除 シ 去 ツ タ モ

ノニ於 テ モ佐 然 トシテ1-12ケ 月 間 モ 菌 ガ 生 存 力並

二毒 カ ヲ保 持 シ得 テ居 タ コ トヲ知 ツ タ ノデ アル 。但 ジ

此 際 注 目ス ベ キ コ トノ、、 培 養 試 験 二於 テ 菌 ノ 登 育 が

稽 く不 良 ニ ナ ツテ居 タ ト云 フ製iデ ァル。,

(九 大 細 菌 占 部薫 沙)

結 核 卜聴 器

E.Urbantschitsch:Tuberculoseu.Geh6rorgan(Ms-

chr.£Ohrenheilk.70Jg.11H.1936.)

著 者 ノ30年 間 ノ経 験 ニ ヨIz・〈

1、 耳 翼結 核 ハ4例 トモ 女 性 二見 ラv組 織 的 二結 核 腫

ヲ謹 明 セ リ。 手術 的 二皮 膚 切 開 ノ下 二 内容 ヲ除 去 ジ、

後 「ブ イ ソゼ ソ」燈 照 射 ニ テ治 癒 セ リ。

大 戦 後 二 見 ラ レナ 〃 ナ ツ タ ノ・・耳飾 リ ノス タ レタ爲

ト光 線 療 法 ノ異 常 ナ ル 進 歩 ニ ゴ リ 早 期 二治 療 サ ル ・

タ メ ト考 ヘ ラノレ。

2、 組織 的 二結 核 ヲ詮 明 サ レ・タ ル 乳 嗜 突 起 炎3例 二共

通 ナル 鮎 ・・自並 ビニ他 畳 的経 過 間 ノ不 一 致 、肉芽 培 生

旺 盛 ナル事 、細 菌 ノ登 見 サ レ ザ"事 ニ シ テー 般 二手 術

後 ノ輕 過 ・・良 好 ナ リキ。

3、 「臨 林 的 二第 一次1ト モ 云 フ ベ キ 中 耳 結 核 ノ・幼 見 或

・・老 人 二見 ラル ・所 デ 肉芽 獲 生 、骨 破 壌 著 明 ナ ル外 、

顔 面 紳経 麻癖 ヲ來 ス事 多 ク豫 後 一般 二不 良 。

4.耳 手 術 ヲ動 機 トス ル粟 粒 結 核 症 ノ 可能 ナ ル 事 バ ー

般 二認 メ ラル ・モ、 カ ・ル 例 ノ・甚 ダ稀 デ30年 間3例

ア リシ ニ過 ギ ズ。

5、 相 當 進 行 セル 重 症 全 勇結 核 患 者 ニ モ 非 結 核 性 乳 嗜

突 起 炎 ガ登 生 シ得 。

6、 結 核 ノi置傳 甚 ダ強 キ家 族 内 二 聾唖 ノ 子 孫 ガ稀 二螢

生 シ得 ル事 考 ヘ ラ ル。(東 大 耳 科 切 替 抄)

バ ザ ≧氏 硬結 性 紅 班 ノー 特 異 例 二就 テ

G・Sttimpke:ObereineneigenartigenFallvon

ErythemainduratumBazin .(Dermat.Wschr.Bd.

103,Nr.36,S.1205 ,4936.)

バ ザ ソ氏硬 結 性 紅 斑 ノ 中 ニ ノ・臨 休 的 ニ カナ リ異 ツタ

型 ・ 登 生部 位 ・経 過 等 ヲ示 ス モ ノ カ。ア リ同時 二 他 ノ結

核 病 型 ノ合 併 ヌ ル 場 合 モ見 ラ レ・ノ%組 織 學 的 ニ モ亦 興

味 ガ ア 碇 型 的 ノ組 織 像 ヲ示 サ ズ
、寧 ・ ベ ッ ク氏 粟 粒

狼 癒 ヲ思 ハ セ ル コ トガ アノ%著 者 ノ例 ノ・31歳 女 子
、17

歳 ノ折 肋 膜 炎 二罹 患 、 牛 年 後 雨 側 頸 腺 ノ腫 脹 ヲ來 シ
、

共 籔 週 後 雨 眼 』 高 度 ノ炎 症(結 核 性)ヲ 起 シタ 。2年 前

二上 膳 皮膚 二紅 色 結 節 ヲ生 ジ
、入 院 加 療 シタ ガ治 癒 セ
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ズ漸i欠 皮 疹 ハ前 膳 及 顔 面 ニ モ螢 生er)e。 其 所 見 ノ・(1)

右 耳 朶 二黄 褐 色 乃 至 赤 色 ノ浮 腫 状 腺 腫 ア リ、叉 顔 面 所

々二貨 幣 大 ノ赤褐 色 光 澤 アル斑 ア リ、狼瘡結 節 ノ・認 メ

ラvズ 、(2)上 醇 及 磐 部 二皮 膚b共 二移 動 性 ノ硬 キ櫻

實 大 ノ丸 形 結 節 ア リ、或 ル モ ノノ・比 較 的 表 在 性 ノ潰 瘍

ヲ形 成 ス ル、(3)前 膳 屈 側 ニ ノ・播 種 状 二毛 孔 ニー 致 シ

タ赤 褐 色 多 角形 ノ小 結 節 ア リ、多 ク ・・中 心 二小鱗 屑 ヲ

有 ス 、 同様 ノ小丘 疹 ハ少 数 右 下腿 ニ モ アル。

組織 學 的 ニ ノ・上 腫 ノモ ノ ババ ザ ソ氏 硬 結 性 紅 斑 、前腰

ノモ ノ・・壌 疽 性 丘 疹 状 結 核 疹顔 面 ノモ ノ・・組 織 學 的

槍 査 ヲ 行 ハナ カ ツタ ノデ バ ザ ソ氏 硬 結 性 紅 斑 カ ドウ

カ明 確 デ ナ イ.鑑 別 ス ベ キ モ ノ・と畳 互氏 粟 粒 類 狼瘡

デ アル が、皮 下 二登 生 シ、 粟 粒 類 狼 瘡 二定 型 的 トサ レ・

ル 類 上 皮 細 胞 結 節 がナ ク、比 較 的表 在 性 ニ シ ロ潰 瘍 ガ

ア ル ノデ寧 ロバ ザ ソ氏 硬 結 性 紅 斑 ト考 ヘ ラ レル 。而 シ

テ此 皮 膚症 状 ノ 病 因 トシ テ ノ・肋 膜 炎及 爾 現在 モ アル

肺 症 状 更 二頸 腺 腫 脹 、之 二績 イタ 眼疾 患 等総 テ皮 膚症

状 二先 行 シタ モ ノガ意 義 ガ ァ ル。

(千 葉 馨 大 皮膚 科 山 崎 抄)

紅 斑 性 狼 瘡 五 例 ノ家 族 的 出 現 二 就 テ

A.Hirschberger:UberfamiliaresAufしretenvon

fqnfErythematodesfallen.(Dermat.Wschr.Bd.

103.Nr.31.S.1063.1936.)

紅 斑 性 狼 瘡 ノ家 族 的 罹 患例 ・・既 二Veiel・Maschkillei-

son・Neradow,Beck氏 等 が 述 ベ テ ヰル カ'著 者 モ 亦家

族 的 二登 生 ジタ5症 例 二就 テ 記 ス。 郎 チ37歳 、,27歳

ノ2人 ノ姉 妹 二紅 斑 性 狼 瘡 が ア リ、コ ノ母 及 ビ父 方 ノ

伯 母 二同 ジ疾 患 ア リ、死 亡 シタ 母 ノ姉 ニ モ恐 ラ ク同 病

ト思 バ レル モ ノモ ア リ、 皆 圓 板 状 紅 斑 性 狼 瘡 デ ア ツ

タ。而 シテ著 者 ハ 此説 明 二感 染 二i封ス ル 皮 膚 ノ アル特

別 ナル 髄 質 遣 傳 的 反 磨 性 ヲ考 ヘ ル。.

(千 葉 署大 皮 膚 科 山崎 抄)

無 食 塑 食 餌 療 法 ヲ 施 行 セ ル 魚鱗 藪患 者 二於 ケ ル

尋 常 性 狼 瘡

1.G.Simonu.S.A.Syrkin:Lupusvulgarisbei

einemmitSalzloserDiatbehandeltenIchthyosiskr-

anken.(Dermat。Wschr.Bd.103.Nr.39.S.1315.

1936.)

尋 常 性 狼 癒 が他 ノ皮 膚疾 患 ト 合 併 ス ル コ トノ・著 者 等

ノモ ス コー狼 瘡 療 養 所 二於 ケル3500例 以 上 ノ材 料 カ

ラ見 テ確 二稀 有 デ ア リ、殊 二魚 鱗 癬 トノ合 併 ノ・最 初 デ

露 西 亜 ノ文 獄 ニ ハ 同様 ノ例 ナ ク 外 國 文 獄 ニ モ数 例 二
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過 ギ ヌ。著 者 ノ例 ノ・8歳 男子 デ躯 幹 、 四 肢 、 頭 部 二著

明 ナ 魚 鱗 癬 ア リ、同 時 二肢 端 「チ ア ノd-一一..attv」症(Acrocy'

anosis)ア リ、 尋 常性 狼 蜜 ノ・顔 面.頸 部 、 左 耳朶 、 四

肢 ニ ア リ大 部 分 ・・潰 瘍 型 、一 部 ・・扁亭 型 デ アル 。 コ ノ

狼 瘡 ノ・2年 前 下 肢 二始 マ リ 漸 次 他 部 二 及 ビ軟 膏 及 「v

yト ゲ ソ」療 法 ヲ行 ツ テ数 果 がナ カ ツ タ モ ノデ ア ル。

伺 興 味 アル/・ ・扁 準 型 狼 蜜 ・・魚 鱗 癬 ノ 高度 ノ部 分 ニ

ア リ、魚 鱗 癬 ノ輕 度 ノ所 二 ・・潰 瘍 型 狼 瘡 が ア ッタ 。 治

療 ノ・G.S.H.三 氏 食 餌1虚'方 ヲ少 シ ク攣 へ 蛋 白90、 脂

肪120--130、 含 水 炭 素3009bシ テ6ケ 月行 ヒ潰 瘍 型

ハ完 全 二搬 痕 ヲ形 成 シ、扁手 型 ノ・輕 快 シタ ガ全 治 シ ナ

カツ タ。 コ ノ際 魚 鱗 癬 モ 同 時 二 輕 快 シ タ ノノ・興 味 が

アル。(千 葉 馨大 皮 冑 科 山 崎 抄)

皮 虐 結 核 症 二 於 ケ ル 無 食 盤 食 餌 療 法

Simonu.Kaplanskaja:DieSalzloseDi乞tbeiHaut.

tuberkulose.(Dermat.Wschr.Bd.103.Nr.43.S.

1431.1936.)

皮 膚結 核 症 ノ無 食 堕 食 餌 療 法 ノ 研 究 上 興 味 アル ノ・治

療 数 果 ヲ暴 ゲル ニG.S.H.三 氏 食 餌 虜 方 ヲ ドノ程 度

二巌 守 ス ベ キ カ ト云 フ コ ト 及 ビ 本 療 法 ノ治数 機 轄 如

何 ト云 フ 問 題 デ アル。 著 者 等 ハH氏 食 餌 ヲ少 ジ ク攣

更 ジ、施 行 ヲ容 易 ナ ラ シ ムル タ メ ト含 水 炭 素 ヲ25-35

%培 加 ジ脂 肪 ヲ20--25%減 量 ジ タ。郎 チ蛋 白909、 脂

肪1209、 含 水 炭 業3009ト シ 総 「力 ロ リー 」ヲ2500

-2600 、 「ミネ ラ ロ ー ゲ ソ」ヲ添 加 セ ズ、食 餌 同 数 ヲ1

日5-6同1・ シ タ。 コ ノ食 餌 療 法 ニ ヨル 治療 成 績 ・・次

ノ如 ク総 括 サ レル。

1、52例 ノ皮 膚 結 核 患 者 ヲ16ケ 月 間 治XK・Y41例 ノ・臨

殊 的 二全 治 シ或 ノ・著 シク 輕 快 シ、11例 ノ・輕 快 ヲ示 シ

タ。 コ ノ際 潰 瘍 型狼 瘡 二於 テ モ数 果 ハ迅 速 デ 、寧 口扁

亭 型狼 瘡 、 疵 状 結 核 症 ノ・治 癒 シ難 イ。

2、 治 療 日鍛 ヲ短 縮 ス ル タ メ 、 含 砒 素 軟 膏Plantagin-

pasta・ 》数 果 的 デ アル。 光 線 併 用 療 法 ・・荷 研 究 中デ ア

ノVo

3、 副作用 トシテ・・治療開始第1週 二 於 ケル輕度 ノ便

秘 ノ他 才シ。

4、 全」身状態 ノ恢 復禮重塘加血色素 量、 血 色素指数、

赤血球 ノ増加 が認 メ ラレ、叉 白色球 増加症 ノ・輕快 シ大

多数 二観 ラ レタ核 ノ左蓬 モ漸次正常 二向 フ。

5、赤 血球沈 降速度 ノ漸次緩徐bナ リ、 之叉完全 二経

過 ニー致ス。

6、丹 毒 ・・本 食餌療法 中普通食餌 二於 ケル ヨ リ屡 く起
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ル ガ其経 過 ノ・著 明 二輕 イ。

7、Tuberculin二 封 スル 感 受 性(ピ ルij-一 氏 反 磨)ノ・最

初 ノ間(1-3ケ 月)・・低 下 シ 其 後 ・・上昇 ノ傾 向 ア リ。

8、 光 線 感 受 性 ハ僅 カニ上 ル。

9、 本 療 法 ノ治 数 機 轄 ヲ究 明 ス ル 目的 デ 行 ・・レタ種 々

ノ検 索 ノ結 果 ノ・数 果 本 態 トシテ、 髄 内 酸 化 作 用 及 皮

膚 脱 水 作 用 等 ノ説 ノ・委 當 デ ナ イ如 クデ アル。

(千 葉 署 大 皮 膚科 山 崎 抄)

腎膿 結 核 二於 テ 手 術 後 ノ 痩 管 形 成 同 避 二就 テ(鍮

尿 管 切 斯 端 ヨ リノ結 核 菌 培 養)

HerbertWeber:ZurVermeidungpostoperativer

FistelnbeiNierentuberculose.Tuberkelbacillenkul・

加renausdemUreterstumpf(Zeitschriftftirurologi。

scheChirurgieundGynaekologie.42.Band.5.und

6.〈SchluB=>Heft1936)

腎臓 結 核 ノ際 、タ トヘ ソ レガ初 期 デ アツ テ モ除 去 ス ル

コ トが必 要 デ アル 。其 ノ場 合 二絵 リ危 瞼 性 ノ・ナ イ ガ不

快 ナ ル 合 併 症 トシ テ ヨ ク痩 管 ヲ形 成 ス ル 。之 二封 シテ

吾 人 ・・ヨ ク姑 息 的 ノ 療 法 ト シテ 鋭 匙 掻 破 術痩 管 開破

術 ヤ腐 蝕 藥 ヲ用 フ。

疲 管形 成 ニ ノ・色 々ノ原 因 アル モ、手 術 方 法 ハ最 モ大 ナ

ル 役 割 ヲナ ス モ ノナ リ。

痩 管形 成 ノ本 性 二就 テ ノ・或 人 ハ 結 核 菌 ノ 病 原 性 ニ ヨ

ル モ ノ ト云 ヒ(本 説 ・・絵 リ ニモ人 工 的過 ギル)、 或 人 ハ

遺 残 輸 尿 管 切噺 端 ニ ヨル ト言 ヒ(猫 逸 學派)、 又 或 人 ・・

結 核 二 侵 サ レタル 腎臓 脂 肪嚢 ニ ヨル モ ノナ リ ト云 へ
'

リ(佛 蘭 西學 派)。

遺 残 輸 尿 管断 端 ノ・結 核 腎摘 出 後 ノ 痩 管 形 成 二大 ナル

意 味 アル モ ノニ シテ、之 が虜 置 二關 シ テ ノ・從 來 色 々ノ

方法 が考慮 セ ラ レタ リ。「アメ リカ」學 派 二於 テ ノ・輸 尿

管全 摘 出 が推 奨 サvタ リ。 最 近 ノ文 獄 二依L/バCon・

stantinesco,Vincti・ ・遺 残 輪 尿 管断 端 ヲ腎 臓 摘 出創 二

縫 合7・7vヲ 最 善 ナ リ ト言 ヒ、Calcavaraハ 】輪 尿 管 噺 端

中 へ 「カテ ー テ ル」ノ留 置及 滲 出液 ノ 吸 入_ヨ リテ 輸

尿 管 内容 物 ノ蒸 溜及 創傷 内 ヘ ノ 流 入 ヲ 防禦 ジ得 ル ト

云 ヘ リ。其 他 輪 尿 管 切噺 端 ガ痩 管 形成 二或 ル 原 因 的/

關 係 ヲ有 ス トノ考 ヘ ヲ抱 ク人 多 シ(Scholefield,Terra

Abrami)。

一般 二輪 尿 管 が 既 二結 核 二 侵 サ レテ ヰル カ否 カガ疲

管 形 成 二關係 アル モ ノニ シテ、結 核 性 輸 尿 管 炎 ヲ起 セ

ル モ ノノ・痩 管 形 成 ヲ起 シヤ ス ジ ト言 ハル 。

最 後 二吾 人 ・・血 管 ト輸 尿 管 ノ 結 紮 切断 ノ順 序 ガ痩 管
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形 成 二大 ナ ル意 味 ア リ ト信 ズ。 帥 チ 、最 初 二血 管 ヲ結

紮 シテ次 二輪 尿 管 ヲ切 噺 ス ル カ、或 ノ・反 封 二手 術 ノ最

後 二創 面 縫 合 前 二輪 尿 管 ヲ 切 断 ス ル カニ ヨ リテ異 ナ

ル モ ノナ リ。多 〃 ノ症 例 経 験 ヨ リ最 初 二輸 尿 管 ヲ切 断

ス ル コ ト・・痩 管形 成 ノ 危 瞼 多 キ ヲ以 テ可 及 的 二避 ク

ベ キ ナ リ。而 シ テ輪 尿 管 噺 端 ヲ創 面 ノ前 下 部 附 近 ノ皮

膚 二縫 合 ス ル コ トガ最 モ 危 瞼 少 キ モ ノ ト思 ・・ル 。

輸 尿管 が結 核 菌 二 侵 サ レテ キ ル カ 否 カ ヲ 知 ル タ メ ニ

培 養 試験 ヲ行 フ。 即 チ、 手 術 後2-3日 中 二吾 人 ・・結

紮上 部 ノ輪 尿 管断 端 ヲ切 噺 シ、ソ ノ組 織 片 ヲ結 核 菌培

養 二使 用 スル 。ソ ノ結 果 ハ可 ナ リ高 卒 二結 核 菌 ヲ見 出

ス コ トが出 來 、從 ツ テ輪 尿 管 断 端 ヨ リ ノ結 核 菌 ノ詮 明

ニ ヨ リテ ソ レガ結 核 腎摘 出後 ノ 特 殊 創 傷 傳 染 ノ泉源

ヲナ シ痩 管 形成 ノ出 登 黙 ト見 ナ ケ レ バナ ラ ヌ、コ ノ事

實 ヨ リ見 テ輪 尿 管切 断 端 ヲ 創 傷 外 皮 膚 二縫 合 ス ル コ

トガ痩 管形 成 同 避 ノ最 善 ナル モ ノナル ヲ知 ノレ。

(阪 大 皮 科 若 杉 長 門 抄)

右 側 頬 部 ノ紅 斑 性 狼瘡 、左 側 頬 部 粘 膜 面 二 於 ケ ル

類似 皮疹

M.Pinard,GuexetTemerson:Lupus6ryth6mateux

deIajouldroite.L6sionanaloguedelafacemuquente

delajoulgauche(Bull.Soc.frangDermat.'No.4.

p.748.1936.)

著 者 ハ27歳 男 性 デ2ケ 月前 二生 ジタ 右 頬 部 ノ紅 斑 性

狼 蜜 が ア リ同時 二左側 頬 ノ 粘 膜 面 二皮 疹 が槻 察 サ レ

タ。而 シテ コ ノ粘 膜 疹 ト鑑 別 ス ベ キ モ ノ トシ テ 歯 ノ悪

イタ メ起 ツ タ機 械 的 損 傷 、 徽 毒 疹、 扁 準 苔癬i、 「ロ イ

コ プ ラキ ー」等 ガ墾 ゲ ラ レル ガ 是 等 トノ・何Vモ 匠別 シ

得 ル ノデ頬 粘 膜 ノ紅 斑 性 狼 瘡 デ アル ト考 へ、カ ・ル 登

生部 位 ・・稀 有 ナ ル モ ノデ アル ト云 フ。

(千 葉 署 大 皮 膚 科 山 崎 抄)

再 ビ光 澤 苔 癬 ノ ー新 所 見(嘗 テ 負 傷 セ シ 手 二 獲 生

セ ル 例 万

H.GongefotetR.Degos:Encoreunnouvelaspect

duLichennitidus(里ocalisatinとunemainaut6rier-

ementbles6e)・(Bull .Soc.frang.Dermat.N。4P.

7151936)

著 者 ・・嘗 テP・Blum氏 ト非 定 型 的光 澤 苔癬 …ノ1例 ヲ

報 告 シタ が再 ビ非 定型 ノ 第2例 ヲ報 告 ス ノtZ。 患 者 ハ

39歳 自動 車蓮 轄 手 デ 且 テ 外 傷 ヲ受 ケ タ右 手 背 二 限局

性 二帯 紫 紅 色 ノ 大 部 分 ノ・圓 形 ニ シテ 融 合 セ ザル 小 丘

疹 ヲ生 ジ タ。組 織 學 的槍 査 ノ結 果 ノ・圭 攣 化 ト シチ眞 皮
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ノ渡 潤 デ コ レノ・大 部 分 ハ淋 巴球 其 他 類 上 皮 細 胞 、巨大

細 胞 ヨ リ成 ル。倫 コ ノ患 者 ニハ結 核 ノ既 往 症 ハ ナ イが

姉 弟 二胸 部 疾 患 が観 ラ レタ。本 例 ノ興 味 アル 黙 ・・光 澤

苦 癬 ノ臨 林 的 二 可 成 異 ツ タ所 見 ヲ ト リ得 ル コ ト、獲 疹

ガ嘗 テ外 傷 ヲ受 ク タ 手 ノ抵 抗 力 弱 キ 部 位 ニ ノ ミ生 ジ

タ コ トデ ア ル。(干 葉 麗 大 皮 膚科 山 崎 抄)

一肺 結 核 患 者 二於 ケ ル 上 口唇 ノ 下 疽 檬 結 核 性 潰

瘍 形 成

P.ChevallieretS.Kaplan:Ulc6rationtuberculeuse

chan℃riformedelalさvresup6rieurechezuntuber-

cUleuxpul'r.onaire.(Bul1.Soc.frang.Dermat.N。6

p,12381936)

45歳 男 子 、1ケ 月 前 ヨ リ上 口唇 二 潰 瘍 ヲ生 ジ疾 痛 等

ナ ク次 第 二培 大 シタ。 其 大 サ1「 フ ラ ソ」大 、潰 瘍 ノ・僅

カ ニ深 ク潰 瘍 部 ニ ノ ミ浸 潤 ガ ア リ、分 泌 液 中 ニ ノ・結 核

菌 ノ多 籔 ヲ詮 明 シタ ノデ診 噺 ノ・確 定 ジタ。爾 分 泌 液 中

二 ・・勿 論 螺 旋 菌(tr6ponさme)ヲ 含 マ ズ、 患 者 ・・6ケ 月

來 雨 側 肺 結 核 ノタ メ 「サ ナ トリ ウ ム」二 入 院 中 デ アル 。

本 例 ノ特 徴 トシテ ノ・其 部位 ガ 上 口唇 ニ ア リ、其所 見 ハ

下III(chancre)、 或 ノ・潰瘍 性 腫 瘍 ノ 如 ク 見 ユ ル駐 デ ア

ル。(千 葉 署大 皮 膚科 山 崎 抄)

腎臓 二 於 ケ ル 結 石 卜結 核 ノ 同時 稜 生

FrederickLieberthal,M.D.:Thesimultaneous

occurrenceofstoneandtuberculosisinthekidney

aReportofthreecases(fromTheUrorogicand

CutaneousReview)

1910年Liebermeisterガ 初 メテ 腎 臓 二於 テ 結 石 ト結

核 トガ 同 時 二獲 生 スル 事 二注 意 ヲ彿 ヒ、其 後 同檬 ナ ル

登 表 ガ多 数 ニ ナ サ レ・タ。併 シ同 ジ腎 臓 二結 石 ト結 核 ト

カ・同時 二起 ル コbハ 稀 ナ コ トデ、Wildbolzニ ョvバ

1.000例 ノ腎 臓 結 核 中14例 二於 テ 結 石 ヲ見 タb云 フ

(1.4%)。

Eisendrathノ ・腎臓或 ノ・輸 尿管結 石 ノ際 ニノ・結 核 ノ共

存 ヲヨク検 査 セネバナ ラヌ ト云 フ。腎臓或 ノ・輸尿管結

石 ノ場 合 二、腎臓結核 ノ存 在 ヲ看過 シテ姑 息的 ナ手術

ヲ施行 スル ナラバ、手術後 ノ痩 管 ノ残留 ヤ結 石 ノ再 生

等 ノ危 隙 ヲ件 フモ ノデ アル。

同一 腎臓 二結石 ト結核 トが 同時 二 存在 スル コ トヲ臨

1休的 二診 噺出來ル コ トノ・稀 デ アル。幸 ヒニモ臨肱 的二

之 が診断 サ レタ場合 二・・直 二 腎臓摘 出術 ヲ行 フベキ

デアノレ。

結石 ト結核 トカ・同一腎臓 ニアラ・・vル 際 ニノ・Lieber-

meisterノ 云ヘル如 ク、 ソノ直接 ノ因果關係 ヲ考 フベ

キナ リ。併 シコ ノ因果關係 ノ・融通性 ヲ有ス ルモ ノニ シ

テ、印チ腎臓 組織 ノ結核攣性 部 ノ・崩 壌物 ヲ含有 スル腎

孟尿 ニ ヨリテ充 サ レ、尿 ノ共他 ノ各種 成分 ト共 二核 心

トナ リ、尿 中 ノ璽類 ガ堆積 シテ結石 ヲ形 成 シ、叉時 ニ

ノ・結核 菌 自均 モ核 心 トナ リ得 ルモ ノニ シテ、Bitschai

ノ・尿 中二於 ケル保護膠 質 ガ 減少 シテ結 石形成 ヲ促進

スルモ ノナ リト云 フ。逆 二腎臓 ハ ソノ解剖 學的所 見 ヨ

リ結核 二封スル或種 ノ免疫 ヲ有 スル モ ノナル が結石

ノアル場 合 ニノ、結核性感染 ヲ促 ス モ ノナ リ。

前述 ノ如 ク同一腎臓 二結石 ト結核 トノ 共 同存在 ヲ臨

脈 的 二診噺 スル コ トノ・困難 ナ リ。「レ・ソ トゲ ソ」線診察

ニ ヨリテ結石 が謹 明 サ レタ場合 、ソレ以上 ノ槍 索 ヲ行

ノ、ナイタメ ニ屡 く結 核 ヲ看過 スルモ ノナ リ。無論斯 ル

例 二於 テ・・結核 病竈 ・・不活動 ノ状態 ニア リ、結核 菌 ハ

尿 中島排 出サ レズ、膀胱 ニハ何 等 ノ攣 化 モ見 ラ レズ。

從 ツテ非 常 二丁寧 ナ臨肱的診察 二拘 ラズ、結核 ノ存在

ヲ見落 スモ ノデ アル。從 ツテ姑息的ナ手術 デ充分 デ ア

ル腎臓或 ハ輸尿 管結石 ノアル場合 二 常 二 腎臓結核 ガ

同時 二存在 シ得 ルモ ノナル コ トヲ記憶 セネバナラ ヌ。

(阪大皮科 若杉抄)

o

一 般 學 術 雑 誌

憂麗二於 ケル結核 性内科疾 患二關 スル研 究

第5報 憂穆各地 二 於 ケル 小公學校見童及 ビ憂

北市 ノ學生、生徒、工 場勢働 者 ノ「ツベル ク リン」

及感二就 テ

小 田俊鄭他4名(塁 轡署學會雑誌、第36巻 、第2號)

本研究第1報 「ソ」反旛 ヨリ 観 タル 結核感染 濃度 二封

スル補足 トシテ行 ノ・レタル 研究 ニシテ 次 ノ如 キ成績

ヲ報告 セ リ。

1垂 灘各地方小公學校 見童 二就}

垂 北、基隆、塁 中、嘉義、窒 南 ノ5市 、 大渓、 羅束、

北港 、 口湖、松山、安ZF/6街 庄及 ビ阿里 山二於 ケル

小公學校17校 ノ見童 二就 イテ試 ミタル マ ソ トウ氏 「ツ



第6號 】 抄

ベ ル ク リソ」反 慮検査成 績 ラ次 ノ如 ク綜 括セ リ。

(1)市 街共 二小學 見童(内地人)二比較 ・yテ公學 校見童

(墾謬人)ノ 陽性卒大 ニシテ、共差 〉・市 二於 イテ特 二著

シ。男女郎 チ同一 ノ市叉 ハ街 ニテ小學 佼及公學 校 ヲ比

較 楡査 シタノレ成績 ・・次 ノ如 ジ。

%

%

校

'
4

3

　
り
　

學

弍

小

洛

3

34

32

%

%
。
1

。
7

34

36
一

一
。
6

。
3

20

25

男
女

モ市

男
女

モ街

公 學 校

43.5-62.2%

38.4--61.0%

35.3-39.8%

38.1-38.6%

(2)市 街庄 ノ成績 ヲ総括スvバ 小公學 校共 二 市 ノ陽

性率高 シ。而 シテ等 シク街庄 ノ内 ニテモ壷 北市 二近 キ

松 山及 ビ 垂南郊外安李公學校 ・・他 ノ庄 ヨ リ遙 二高卒

ヲ示 シ、鐵 道漕線 ヲ離 レ・淡水河上流 二位スル大渓街 見

童 ・・低奉 ニテ都會 ン 田舎 二及 ボス 影 響 ノ大 ナル ヲ示

セ リ。然 レ共一面阿里山 ノ如 キ高山小學校 二於 イテモ

亭地 ノ田舎 二匹敵スル陽性率 ヲ認 メ、垂謬 二於 クル結

核淫浸 ノ凡 ユル 方面 二及 ベル ヲ知 レ・リ。

(3)各 市 ノ内 ニテ塁北 ハ他 ヨリ精 く低率 ナル が、被検

見童 ノ家庭状態 必ズ シモ同一 ナ ラザル ヲ以 ツテ、之 ヲ

以 ツテー般 的二各市 ノ結核濃度 ヲ比較 シ難 シ、内地大

都 市 ト比較 スノレニ 小學見童 ノ・一般 二 低李 ナル ガ垂北

以外 ノ市 ノ公學見童 ノ陽性率 ・・内地 二凌 駕 セ リ。

江 帝大學 生及專 門部學生 二就 テ

18-30歳 帝大 學生及 ビ 專 門部生徒 二就 イテ槍査 一17v

二内地人192名 中70・3%、 垂轡人147名 中78 .9%、

陽性 ニテ之亦塁濤人 ノ方高卒 ナ リ。

皿 工場 勢働者 二就 テ

專責局工場 勢働者 内地人229名 中89.1%、 塁灘人99

名 中96・0%、 陽性 ニテ垂謬人 二高率ナ リ。

IV中 等學生 ノ「ツ」反磨 陽性轄化 二就 イテ

内地人540名 窒轡人192名 ノ1ケ 年乃至1ケ 年 牛 二於

ケル陽性鵜 化・・内地人 ・・38・Omリ5q.7% 、垂轡人 ・・

48・4%ヨ リ65.6%二 昇 リ、陽性縛化例98名 ノ「vソ

トゲ ソ」楡査 ノ結果9名 二於 イテ肺 二多少 ノ病攣 ヲ認

メタ リ。(垂 北 小 田抄)

如何ニシテ 家畜 ノ結核 ヲ鼓果的 二防堅 スベ キカ

HansGerlach:WiekanndieTuberkulosewirksam

bek乞mpftwerdeh?(D.t.W.,45 ,1937,3)

ReichenbachEulengebirgeノ 屠 場 ニテ 結核 ト決定 セ

ラレシモ ノノ、、牛 ニア リテノ、

録 795

牛

牛

牛

牛

・
牡

牡

種

牝

幼

牛
牛

牛

牛

牡

橿

牡

種

牝
幼

1934年

総 数 結 核 牛%

351234.3

56325545

70643161

955658.9

2924321.1

1935年

総 数

37

455

644

168

2562

結 核 牛

9

264

418

61

28

%

24.3

58

63.3

36.3

1.1

ニテ、豚 ニア リテノ・1934年9.4%、1935年10.6%カ ●

結核 ナ リキ。而 モ豚 ノ場合 ニハ共極 メテ大 多数 ・・唯腸

間膜根淋巴腺 ノミ冒サ レテオル カ、或 ハ肝臓 ノ結 核 ヲ

合併 セルモ ノニシテ、肺結核 叉 ハ肺 ト腹腔臓 器結核 ノ

合併 セルモ ノノ・少 ク、之感染 ノ食餌 性 ナル ヲ示 ヌモ ノ

ニテ牛 二於 テ肺 ガ先 ヅ冒サ〃 ・ト2異ナル 庭 ナ リ、 叉

牛 が家禽結核 二感染 スル時 ニノ・病状甚 ダ 緩徐 ニ シテ

屡 く子宮、腸 二病竈限局 シ、家 禽 二封 シ長期 二亙 リ傳

染源 トナル コ トア リ。

扱 テ政府 ・・結 核撲滅策 二野 シ1930年9百 萬RM、1931

年 ニハ8百 萬RM以 上 ヲ支 出 セシモ 数果少 キコ ト上

述 ノ如 シ。著者 ハ家 畜結核撲 滅策 トシテ次 ノ事項 ヲ提

唱 ス。

1、家畜 ノ饅格 ノ改良、繁殖動物 ノ選揮 ニハ蕾 二乳 肉

ノ能力 ノ鮎 ノミヨリ見ル コ ト無 〃、先 ヅ健康 ニ シテ抵

抗性強 キモ ノヲ繁殖用 トス ベ シ。

2、環 境 ヲ良好 ナラ シムル コ ト、 厩舎、 戸外蓮 動場、

放牧場 ノ衛生的 ナル コ ト、合理的衛 生的ナル飼 料 ヲ充

分與 フル コ ト。

3、診噺法 ヲ用 フル ニ努メ、屠 場槍査 ノ所見 ヲ重 ソジ、

叉耳部 二印 ヲ附ケル様 ニスル コ ト。

4、 地方人 ノ協 力 ヲ得ル コ ト。 之 レ・ニノ・家畜購 買並 二

厩舎 工事 ノ際 二訊 明及 ビ補助金 ノ認 可 ヲ與へ、 結核 、

牛流産・乳房疾患無 キ場合 ニノ・其 ノ旨認 知 ヲ與 へ、結

核罹 患二i封ンテハ責任 ヲ員 ハ シム。

5・地方 的二無病地帯 ヲ作ル様 ニ シ
、 無病畜群蛇 二防

歴方策 ヲ行ヘル畜群 二 結核 ヲ 登 見セ シ際 ノ・総 テ之 ヲ

塵分 スベ シト。(北 研 添川抄)

「ポンメル」二於 ケル結核撲滅 所見

O・Pr6scholdt:AusschnitteausderTuberkuloseti



796 抄

1gunginPommern.(D.t.'W.,45,1937,65)

「ポ ソメ ル 」ニテ ノ・牛 ノ約40%ハ 結 核 二罹 患 シ居 リ、

一・般 二小 飼 養 群 二於 ケル ヨ リモ 大 飼 養 群 二 罹 患 牛 多

シ。

1936年2月 「ポソメル」畜牛組合顧問 ハ 余 ノ動議 二基

キ次 ノ決議 ヲナセ リ。

1、組合員 ハ次 ノ各項 ニヨ リ積蛇 二幼牛 ヲ結核 二感染

セ シメ ザル様努 ムベ シ。

(a)分 娩 直後憤 ヲ特別厩 二移ス。

(b)無 結核母 牛 ノ乳叉 ハ 充分加熱 セル 牛乳 ヲ以テ飼

育 ス。

(c)幼 牛 ヲー般 厩舎 ヨリ隔離 シ置 ク。

2、組 合員 ハ笹、 幼牛及u'幼 種牛 二「ツベル クリソ」注

射 ヲ行 フベ ジ。

3、仕 切板 ニテ無結核牛 ノ隔離 ヲ行 ヘル如 キ飼養場 ニ

ア リテノ・、Pr6scholdt博 士 ノ方針 二基 キ結核撲滅 ヲ始

ムベ シ0

4、本結 核撲滅法 ヲ行^ル 家畜 ハ公費 目録 ノ出品人簿

二共 旨記載ス。

此 決議 ノ結果 組合員 ノ・結核撲滅 二醒 メ、而 シテ無結核

牛 生産 二封 シ次 ノ方法 ヲ賞讃 セ リ。

1、家 畜 二巌密 ナル臨肱 的槍査 ヲ行 ヒ臨然所 見 ノ極 メ

デ輕度 ニテ而 モ疑 ・・シキ 場合 二・・氣 昔粘膜 ヲ探取 シ

検 査スル コ ト。

2、全 家畜(積 ヲ含 ム)二年2同 「ツベル クリソ」検査 ヲ

行 フ。

3、 臨躰虹 二「ツベル ク リソ」注射 ニテ陰性 ナ リシ飼養

群 ノ・向 フ約1ケ 年 牛 ノ 間氣 管粘液 二就 テ 結核 菌検査

ヲ行 フ。

4、各 種槍査 ニテ結核反磨陰性 ナ リシモ ノノ・速時罹 患

獣 ヨ リ嚴 重 二隔離 シ置 〃。

5、健 康獣 ヲ入ル ・二先立 チ、 厩舎 ヲ清掃清毒 シ、少

クモ年2同 厩 舎蚊 二器具 ヲ根本的 二清掃消毒 ス。

6、民家 ノ牛叉 ・・他 ノ見知 ラザル 牛 ヲ健康斑 二入vザ

ル コ ト。

7、健 康斑 ノ種 附 ニノ・無結核種牡牛 ヲ特 二用意 ス。

8、 結核斑 ノ牛群 ヨ リ産v・yneハ 産後 直チ ニ特別 ナル

憤 群叉 ノ・健 康斑 二移 シ、3ケ 月乃至6ケ 月後 「ツベル

ク リソ」検査 ヲ行 フ。

9、 積 ニノ・唯健 康牝牛 ノ乳 ヲ與 フ。

10、 第1同 検査後3ク 月乃至6ケ 月 ニ テ 健 康斑 二再

度 「ツベル 〃 リソ」注射 ヲ行 フ。

録 【第15巻

11、 他 ノ由來 ノ飼 育牛 ハ臨林検査、氣 管粘液蛇 二乳汁

ノ細菌學的槍査、少 クモ1ケ 月間隔 ヲ以 テ行ヘル2同

ノ「ツベルク リソ」検査 等 二 合格 セル 後 健康斑 二入 レ

ノレベ シ。

12、 雨 斑 ノ分離 ハ放 牧 時 モ實 行 ス ベ ク、各 斑 二別 箇 ノ

飲 水 場 ヲ要 ス。

13、 雨 斑 ノ分離 二特 別 厩 舎 無 〃 シテ、木 壁 ニ テ仕 切 ル

場 合 ニ ハ 塵 挨 感 染 ヲ 考 慮 シ必 要 二慮 ジ タル 板 ヲ用 フ

ベ ク、 共 通 ノ水 道 管、 肥 溝 ・・之 ヲ分 離 シ、戸 ロ ヲ別 ニ

ス 。 叉 雨斑 ノ厩 肥 ヲ別 ニ シ、器 具 、肥 車、搾 乳 牛 桶 、干

草 置 場 モ別 ニス 。 而 ジ テ 雨 斑 二 別 々 ノ牧 夫 ヲ使 役 ス

ル カ、 然 ラ ザ レバ 飼 養 管 理 ノ・先 ヅ 健 康 斑 ヨ リ行 ヒ他

斑 二入 ル ニ先 立 チ、 靴 、 豫 防衣 ヲ取 リ換 フ如 クス。

14、 其 他 檀 ノ無 結 核 育 成 ヲ 包 含 ス ル 國 定 自 由結 核 防

禦 塵 置 方針 ヲ嚴 密 二途 行 ス。

15、 総 テ 畜 牛 ハ耳 若 ク ハ角 二番 號 ヲ附 ス ベ シ。

16、 厩 地 二難 。 鳩 ヲ飼 養 セ ザル 檬 配 慮 ス ベ シ。

而 シテ 著 者 ハ 次 ノ奨 励 策 ヲ必 要 ナ リ ト論 ズ。

1、 扶 助 金 ヲ與 ヘ テ、 「ツ ベル ク リソ」検 査 ニ テ 陽性 ナ

リシ時 ハ之 ヲ直 二輕 症 群 二移 ラシ ム。

2、 建 築 助成 金 ヲ與 ヘ テ、 隔 離 法 ノ途 行 ヲ容 易 ナ ル ザ

如 〃隔 離 厩 ヲ作 ラ シ ム。

3、 無 結 核 飼 養 場 ヨ リノ牛 乳 ノ債 格 ヲ引 上 ゲ、 一 ツ ニ

ハ結 核 撲 滅 法 實 行 ノ注 意 ヲ喚 起 シ、 一 ツ ニ ノ・勢 力 、入

費 二封 シ之 ヲ補 償 ス。

4、 無 結 核飼 養群 ヲ國 家 が認 定 スル 。

5、 一 定 期 間繁 殖 種 牛 ハ 結 核 撲 滅 法 ヲ行 ヘ ル飼 養 群 ヨ

リノ ミ支 給 シ、 繁 殖 用 牛 ノ公 費 叉 ハ市 場 ニ ノ・「ツ ベル

ク リ ソ」検 査 ヲ行 ヒテ 陰 性 ナ リジ モ ノ ノ ミ許 可 ス ル 如

〃命 ズベ シ ト.(北 研 添 川 抄)

野 獣 ノ結 楼

JohannesSchmidt:TuberkulosebeimWild.(B.t,

W.,1937,S。17)

2400「 モ ル ゲ ソ」レ 地 積 ヲ 有 ス ル 公 爾 猟 匠 ヨ リ獲 タル

モ ノ及 ビー 部 ノ・天 然 猟 匠 ヨ リ獲 タルRotwild(Cervus

claphus),Damwild,Rehe(Capreoluscapraea)及 ビ野

猪 計43531頭 ヲ検 査 ジタル ニ、是 等4種 ノ野 獣 ノ何 レ

ニ モ結 核 ヲ謹 明 セ リ。 野 猪 最 モ 感 染 率 高 ク(総 頭 鍛 ノ

13・4%)、Damwild之 二次 ギRotwild及 ビReheノ ・

少 シ。 年 齢 、性 別 等 ニ ノ・見ル ベ キ 關 係 無 シ。 肺 臓 最 モ

屡 く冒 サ レ次 デ肝 臓 、 舌 、 腎 臓 ナ リキ(胃 腸 管 ・・調査

セ ズ)。 病 攣 ハ石灰 化 ヲ見 ル モ ノ多 シ。,
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斯 ク多数 二野獣 二結 核 ヲ見ル原因 ノ・該 猟匠 二於 テ、狩

狸 時速刻共場 ニテ猟獣 ヲ開腹、 胃、 腸、脾臓 ヲ取 リ捨

テ、 而 モ之 ガ間 モナ ク野猪、狐等 ニ ヨリテ探食 セ ラレ

カクシテ起ル食餌感染、叉餌養場 ヲ中心 トスル空氣感

染等考ヘ ラル。 叉野島 ニヨル感染モ アル ベシ。菌型 ・・

牛型多 カ ラソト。(北 研 添川抄)

自然 猛 厘 ノ赤 鹿 二 見 タ ル 慢 性 肺 結 核

0.Schiel:ChronischeLungentuberkulosebeieinem

RothirschausfreierWildbahn.(B.t.W.,1937,S.20)

牛 型 結 核 菌 ノ 空 氣 感 染 ニ ヨル ー 赤鹿 ノ 慢 性肺 結 核 例

ヲ報 ズ。(北 研 添 川 抄)

會 報拉雑報

〇五月中新入會者

山 内 憲 禧

柴 田 晴 之 助

大 藤 信 之

齋 藤 浮 造

東京市豊島匠池袋三ノー三九二

大阪市此花匠江成町九一濟生會大

阪府西野田診療所

青森縣南津輕郡黒石町黒石津輕病

院内

朝鮮黄海道瑞興郡瑞興

南満鐵安東署院分院

樹

夫

耶

男

男

茂

和

渥

國

範木

本

黒

木

谷

々

ぢ

岩

石

佐

岩

佐

右 記會員 ノ卦 報二接 ス謹 デ哀悼 ノ意 ヲ表 ス

O會 員ノ卦

満洲安東

満洲國新京満鐵騰院内科

千葉市長洲町ニノ三一

札幌市北四條西五丁目

岐阜市花澤町二丁目三

輻岡市屋形原市立屋形原病院内

丹 羽 七 次 耶 林 茂

O渡 邊博士著「結核ノ細菌及冤疫學」ノ寄贈

今同北里研究所結核部長ニシテ本會幹事タル渡 邊義

政博士著「結核ノ細菌及免疫學」ヲ同研究所ヨリ本會

評議員 二寄 贈セ ラレタル ヲ以 テ 本 月 中旬本會事務所

ヨ リ夫 々配布 セ リ。

第15巻 第5號 総會演説抄録 ノ訂正

1)512頁.119番(訣)ト ァル ノ・誤 ニツキ 訂正ス
、尚

ホ演設内容次 ノ如 シ。 ・

119.樺 太 土人(ギ リヤ久 オロコ族)及

近丈 「アイ ヌ」ノ肺結核 二關スル

「レン トゲ ン」學的研究

有 馬 英 二
角 田 育 之

療 末ll詔 響(北大有馳 科)
葛 西 も ざ
林 延 夫

昨 年7月 樺太北端在住土人 「ギ リヤク」、「オ ロッ=」42

名 二就 キ叉同10月 北海道近文 「ア イヌ」89名 二 就 テ

「レソトグ ソ」窮眞撮影 ヲ行 ヒ肺結 核 二關 ス ル 槍査 ヲ

施 行セ リ。

樺太土 人二於 テハ42名 中早期型結核 ・・3例 晩期型結

核 ハ7例 石灰 竈 ノ ミヲ認 メ シ モ ノ11例 、 肋 膜 肥 厚1

例 ナ リ・近 文 「ア イ ヌ」89名 中早 期 型 結 核4例 晩 期 型

結 核7例 ・ 肋 膜 肥 厚1例 ヲ見 タ リ、石 灰 竈 アル モ ノ ノ、

13例 ヲ算 ス。

本 研 究 ニ ヨ リ樺 太 北 端 ノ 未 開 土 人 二於 ケル 結 核 感 染

ノ猛 烈 ナ ル コ ト、 肺 結 核 ノ多数 ナ ル コ ト ヲ知 リ
、北海

道 「ア イ ヌ」二於 テ ノ・今 回 調 査 ノ近 文 「ア イ ヌ」二於 テノ・

前 年 ノ 日高及 脆 振 「ア イ ヌ」 二比 較 シテ稽 く少 キ ヲ認

メ タ リ。

肺 結 核 型 トシテ ノ・樺 太 土 人 二 於 テ ノ・塘 殖 性 ノモ ノ多

ク近 文 「ア イ ヌ」 ニテ ハ 滲 出性 ノ モ ノ1名 ヲ見硬 化 性

ノモ ノ多 カ リキ。

2)627頁 ・96番
、 牝 學 的i新藥 「チ モ フォー ゲ ン」ノ肺

結 核 治 療 ト赤 血球 沈 降 速度 ト ノ關 係 二就 テ
。 トア ル ヲ




